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投 資 行 動 ( こ が ん す る マ ル ク ス 瑪 論 ( 1 )

井 村 喜 戎 子

は し が き  .

序 節 分 析 の 基 礎 視 角  ， .

第 1 節既存の坐鹿諸部門における投資行動 

第 1 項新生產方法の導入と結合した投資行動

第 2 項 ，生產方法不変のもとでの投資行動 '

第 3 項固定資本投下の基礎上での流動資本の更新投資  '

第 2 節 • 新 生 產 部 門 へ め 開 拓 投 資 丨 (以 上 本 号 ） ，

第 3 節 不況期における投資行動 .

第 4 節好況期における投資行動 

補 節 （3 、4 節への補） 宇野理論の検討 • 批判 . （以 上 6 月号予定V.

は じ が き .

■ •

( 1 ) マルクスにおいては, 資本制生産は「生産諸力の絶対的発展……傾 向 Tendenz zur absoluten

Entwicklung der P roduktivM /iej • 「社会的生産諸力の無条件的発展 unfceding te Entwicklun幻 

の傾向をもつものとみなされており，かかる傾向を基-軸として •かかる傾向との> 対立において (•ベ 

本制生産固有の諸矛盾が展開してい く ことになっている。 「剰佘师値 • 利潤」の利子•地代への分 

裂を論ずるに先だち，『資本論』の分析を一応総括したとみられる第3 部第3 篇では， これら主張が 

一貫して強調されている。 ，

「••… ‘資本制的生産様式の矛盾は，まさに, 生産諸力の絶対的発展— ■ごれは，そのもとで資本が運 

動しており又そのもとでのみ資本が運動しうる独自的生産諸逢住とたえず歯突する^_ _ ■への資本制的 

生産様式の傾向にあるのであ彳ァンダ一ラインは原著渚による^ 以下同じ4)

注⑴ K. Marx, Das Kapital, besorgt vom M-E-L. Institufc, Moskau, Bd. Ill, S. 2 8 6 .丧谷部文雄訳 *■資本論j (许 

木• 店)，DI, 373頁。

⑵ a. a. O., Ill, g. 2 7 8 .訳，III, 363肓，

⑶この妁容についてほ拙稿「也産力の発M と資本制也迮のず内的諸矛盾の沏展』 資本論』第 3部飨3 篇笫 

15帘をめぐって一 j (J■三丨丨丨学会雑誌j 第55巻第4 号）、を参照去れたい,
⑷ Das Kapital, III, S. 2 8 6 .訳，III, 37傾 。 ;
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、投資行動にかんするマルクス观論

r 矛盾は，全く一般的に表現すれば次の点，すなわち，資本制的生産様式は，価値おょぴこれに含ま 

れる剩余価値を度外視し，その内部で資本制的生産が行われる社会的諸関係をも度外祝して，生産諸 

力を絶対的た発展ざせる傾命を音む成沲而セはそれは，实荐する资本伽値の維持んょびその最高度 

の 増殖（すなわちこの価値のたえず加速される増大）を目的とする，という点にある。」

他では恐慌にかんしてつぎのようにもいわれる。 (0:5 )

r あらゆる現実的恐慌の窮極の原因は，依然としてつねに，大衆の筋乏と消费制限一 一 あたかも社会 

の絶対的消費能力だけが限界をなすかのょうに生產諸力を発展させょうとする資本制的生逾の衝動と 

比 較 し で の 一 で あ る 、

r 過剰生産は，特に，-資本の一般的生產法則を条件とし て 持つのである，即ち生産諸力に比例して生 

産すること，言ひ換へれば現存の市場の限界や变払能力ある需要の限界を顔みずに，一定の資本贵を 

もって最大町能の労働量を搾取すること，そしてそれをば再生産の不断の拡張と菩淠とにより，従っ 

てまた収入の資本への不断の苒転化によって遂行することの諸可能性，それと同時に一方では生産者 

の大衆が諸欲望の乎均的程度に制限され，資本主義的生産の选礎にって制限されてゐねばならねこ

と，これらを条件として持つのである。j
(注？） '

( 2 ) 本稿は，資本制生產固有の矛盾の展開の軸線をなすこの 「生産諸力の絶対的 •発展/傾向の内 

容を解明するために，諸資本間競争のもとで個別資本がいかなる投資行動を行ない , 投資 • 生産が 

孕ザ • V ケf t 了市場の諸制限をこえてすすんでいくのか……ということを考察しょうとするもの 

である。前半では，競争市場におげる資本の投資行動の特質について諶本的な考察を行ない，後半 

でけ，それをs 礎として，全般的な不況•好況の条件下における投資行動の特徴を考察する。

以上のょうに，本稿の考察は，投資行動の特質と，それにょって投資が市場の諸制限を破って進 

んでいく傾向をもつことの考察に限られており，かかる投資 • 生産の発展傾向を軸として，上ム強 

調された矛盾がいかなる展開をとげていくかという • 矛盾の運動の総体の把握は，本稿の対象をこ 

えている。投資 • 生産が市場の粋をこえて，一部の資本に価値破壊や破滅をもたらしつ つ •発展し 

ていく傾向があるとしても，他方ではかかる投資拡大は一定期間の間は，市場を拡大し，ょり一層 

の投資を促していくという関係にあるのであるから，投資拡大•生産拡大が産業循環という形態を 

とってすすみ，恐慌の爆発にいたる運動過程を把えるためには，投資が市場の諸制約をこえてすす 

んでいくという問題（本稿の主題）とともに，かかる投資の運動が市場の諸関速•_ _ 生産諸部鬥の相 

互_ 速 • 消費との坪連一~"自体をいかに規制し•いかに変化させていくかという問题を考察しなけ 

ればならない。本稿の主題は全体の運動における一而である前者の問題のみに限定されている。な

お，則 稿 の r拡大.两生産過程にかんする表式分析j .は，表式分析を通じて，後若の問題の解明の雄

•' . ■. —  —      •

注(5} a. a. 0 ”  111,  S.  2 7 7 .訳，111,362民 

(6) a. a. O., Ill, S. 5 2 8 ,訳，III, 686H。 .

K, Marx, Theorien iibor den Mohrwert, herausgegeben von K. Kauteky, Bd. II，S. 318. 猪保津洧雄訳マ剰 

余価値学説史•！（黄土社)，绾2卷第2部，的2東。 •

⑶睃応義塾大学》•経済学年報第12集所収。
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莖資行動にかんするマルクス现論

礎を提供するとどを意図しチこものであって， これらの基:礎にたって，産業循環過程の解明をこころ 

みるのが，次の課題でもる。

' . . - 

( 3 ) ところで， 資本の投資行勅についてのマルクスの見解については， 蓄 積 :=、新投資がいわゆる

r有効需要」 のいかんにかかわらず進展することになっている， ’そこではいわゆる「投資誘因 j の

期题は存在しない， とぃう疑問や批判がむけられている。

. . - 
. たとえば,：'J • 口.ビンソ:ンはつぎ，のよう■にいう。

ケインズの体系て'は，热の問題をとく手かかりは役资誘因 inducement to i n v e s tの変化のなかに 

見出される。そして，この投资誘因は斩投資からえられる将来利潤の児込に主として依苻してぃる 

. • …投資誘因をめぐるこうした分析については，マルダスのなかにはわずかばかりのヒン卜がとこち 

今しろにあるたけで，. しかもそれはかれの主要な議論と両立しがたいも.のであ'る,。ふい.うのは，マ ル - .  

クスの体系では，投資の大いさは資本家がこの制度から符馬よく引出しえた剰佘の大いさによって支 

配 .されているからだ。百いかえれば投資率を交配するのは利潤のなかからの貯蓄率だからである。競 . 

争と技術的進歩とは蒂積への衝動をかきたT 名。なぜならどの资本家も競予に遅れをとるまいと思 

ったら，最新式の新资本設備にたえず投資し続けねばならないから。かぐて有効需要の問题はおこら 

ない。またマルクスはセ一法則を子供だましの無意味なものとしてはっきり斥けているけれど，.かれ

は ；：ルやマ 一 シャルに似て，貯蓄決定と投資決定との分離  -------------ケインズ体系ではこの分離こそが恐慌

と失業の根本的原因と見なされる一 ■を認めていない。」 f

M . ブロ- ダもいう。 （注9 )

マルクスは•すべての貯蓄は再投資の目的で資本家によって行なわれることと，資本家は予想 

収益のいかんにかかわらず自動的にすべての利細を再投資することを述ぺている… ‘。マルクスには 

.投資誘因という問題は存在しない。そしてもし剰余価値の理.論が実際きびしくとられるなら，投資刺 

■ 激のいかなる問題も論理上ありえななゴ「マルクスが念頭においていたと思われることは，資本主義- 

は也 産拡張を其に実現させる ととが可能な唯一のものセある有効需要どなんの関係もなく，不断に生 . 

産を拡張する傾向があるということである。」
(注11) '，. .

M .■ブ卢一.ダは，.これとは異なる見解もあることにふれ，つ.ぎのようにもいう。 r投資意欲を'支况

するものは芷確にはなんであるか。すでにみたようにマルクスは，资木家は資本収益率の低下に応じ 

て好況の頂点で投資を抑制するものだとえがいている。そうなら資本:家は必ずしも非労働所得の全部 

を投資すると’はかぎらないことは明らかだ。•もしかれらがそうし1 たとしたち, . 恐慌はけっして起こ.り 

えないであろう。だが別のと'ころでマルクスは，資本家を脱落するのがいやなら落锁せよとかれらを 

賊りたてる働的な競争にまきこまれたものとしてみ•てぃる。そしてすでに知ったように剰余® 値論は，

投驚fは資本に対する報酬率の関数ではないということを含んでいる。この矛盾をどう解決すべき七■あ 

iろうか。. .

マルクスの述べていることは, 資本主義社会における富の追求はそれ齒体がおのずから钼的ゼあるへ

• —— 1   ：      1 ■  .    ,

注 ⑶ J. Robinson, Marx and Keynea. 都留ffl人 • 伊)!{光晴訳〜ルクス主義経済学の検討. （原文収録) ，jgr-,vr.3 
〜 4 頁. 訳，52〜3 真。

(10} M, Blaug, Economic Theory, In Iietmpect, 1968, Revised Edition, p .2 4 6 .::杉原四郎常崎摩ニ訳『経济现 

論の歴史，中，マルクスとマ一シャル』317頁。

(II) Ibid., p . 2 5 7 .訳，330K。



とみなされるということセある。資本家が貯帮し投資するのは，権力と社会的身分という理由のため广 

すなわちそれが口ヅクフ丈ラ一家と肩をならべる方法だからである。したがって利潤率の爹化は，低 

い利潤率が富者の所得を切り下げることによって貯蓄分をョリ少なくさせるかぎりで影響するほかは，. 

投資にはほとんど影響するところがないだろう。投資需要は依然として強いだろう。そして資本スト 

ゾクは投資がたとえすこしでもプラスの収益を生みだすかぎり，生處活動につかわれるだろう。この’

ことは利潤率低下の衝黎効來による投資の周期的収縮と両立しなJ^2j 

, , ：■ . . .  . ' ,

, ■

⑷以上の批判にはマルクスにかんする種々の誤解があり .，有効な批判とは到底いえないが,そ

れにもかかわらずそれらを長文引用したのは,そこには興味ある形で批判や疑問が出されており，

これらと関連して問題を整理しておくことは，投資活動にかんするマル -クス理論の特徴亡J .  ロビ

ンソソ等には理解されなかったマルクス理論周有の考え方を明らかにするうえで有効と思われたか.

.らであるo

(イ) J .  ロビンソン等は，マルクス理論では r将来利潤の見込」に主として依存する「投資誘因J 

の問題が存在せず，いわゆる「翁効需要となんの関係もなく，不断に生産を拡張する傾向」がある 

ことになっていると指摘し• 批判する。この指摘丨与体は一応正しいといえるが，彼女らにとっては,. 

その原因も，その内容も明確に理解でぎない。利潤の追求が，投資のほ的であるはずであるにもか 

かわらず，そのような投資把握がなされるのは，彼女らには「混乱」• 「矛盾J としてしか映らない*  

(ロ） そして J . ロビンソン等にあっては，' もし投資がそのように「投資誘因」にかか わ りなくお 

しすすめられるならば「有効需要の問題はおこらないJ はずであり，それゆえにもマルクスの投資 

論は容認できないものである。またマルクスがこのように考えた拖礎には，マルクスが貯蓄決定と 

投資決足のK 別をせず, 貯蓄训投資とみていた誤りがあるという。 ：

ぐ、) . 以上には，投資行動 • 投資拡大の運動，「有効需要の問題」に対する意見の相違が明瞭である。， 

マルクス理論では，投 資 • 坐 鹿 は 「現存の市場の諸関連をこえて発展」していくめであり，この 

ような投資 . 生 産 の 「絶対的発展」傾向を軸線として• 「有効需要の問題」がー一しかしその内実 

は J .  P ビンソ、イ等とは異なるものとして一一7必然化することになるのである。

それゆえ， J .  ロヒ，ンソン等の理解できなかったマルダス理論固有の考え方として，まず明確に： 

じなければならない問題はつぎの点である。すなわち，資本は最大限の利潤め実現を追求しており” 

利潤の灾现は市場の諸条件に依移するのであるが，それにもかかわらず，投資•生產が市場の諸関 

速 • 諸制限を無视して「絶対的」に発展していくと考えられているのは何故であり•如何なるメカ

ニズムを通してであるのか という問題である。本稿の分析はかかる疑問に対し明_ なる回答を-

えることを意図している。

この問題にこたえたうえでつぎに明らかにすべきことは, かかる投资♦ 生産の発展過® で, いか. 

注㈣  Ibid., PP, 257〜8 . 訳， 331〜2真9
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投資行動にかんするマルグス理論 投夤拧動にかんするマルグス烛論

な る 内 容 の 「有効需耍の問題 j がいかにして必然化するかという p„*3題であるが， この解明は次に予

淀している別稿セあた羌られるで ;あろう。 ,
■ _ * .
なお，マルクスでは，貯蒂決矩と投資決定め区別がなく，貯細丨丨投資とならているどv、うことも全 

くの誤解である。

: ....前弟で^:論したよ■う1こ，评也産表式分析では，社会的総資本の再生趦の’「芷常的経過」のためには，，

I • n 部h それぞれに和いて，固策資本の価値的勵[{(瞒贸なき販谇〒貯器) 総額と現物更新(販宛な 

き購賢= 投資）総額，落债湛金め辕立t  (購贸なき販売= 股落）総細と現実的-港積（販也なき贿む投 

资）総額とが，それぞれ一致する必要があること> しかしながら資本制生廣においては,これら両者 

がー致することは全くの偶然にしかすぎないこどが明らがにされでい名。 '
• 、.バ ニ .：. , •" ■ (注ゆ.

㈡ J . ロビンソン等においては明確に認識されていないが，彼女等の批判に_速してい逢ーつ 

注意しておく必要があるのは，投資行動を問題とする場合，対象とする資本主義の段階を明確にし 

な {•チればならないということである。マルクスの対象• 本稿の対象はいずれも，自由競争の支配的 

な段階の資本主義における問題である。そし't：本稿で解明する自由餃爭の支配するもとでの投資行'. 

働の特質は，資本制虫產がつづくかぎり，猫本的にはつらぬかれてv、くが，独占的市場構造め形成 

されたもとでは，種々の変化を蒙り, 新しい独占的市場固有の)特徴が生じることとなる。

ヶインズ等:が い も ゆ る 「投資誘因」を間題とする場合，そこには独占的市場構造における投資行 

動の特徴か事寧ギ入りこんでいる上うに思われるが， もしかかる解釈が許されるとすれば.いわゆ 

る 「投資誘因」論をもって直接マルクス食批判することは，資本主義の発展段階の問題を無視して

いる点でも誤りを冒しているといわねばならない。
. . . -.. ...

X X • X -

ところ>で投資という概念は一般に種々様々に用いられているので，考察に先だち節i j lに餅念規矩 

をしておく必要があろ，。 '

. ( 1) i 幣は翻人的消費のために用い , られる場合には，. i 彳i なるこ貨幣として支出 ' v e r a u s g a b e n  . され 

るのである。 これに反し , 剰 余 価 値 . 利潤の狻得めために，生産手段や労働力の購入にあてられれ 

丨ば， これは貨幣資本として投下される • つ ま り 投 資 v o r s c h i e f i e n されるのである。

投資は大別して, 更新投資と新投资= 追加投資とにわけられる。いわゆる「投資誘因」が問題に 

力:る場合，対象は新投資のみか • あるいはそれに中心がおかれるが，觅新投資を軽祝することの誤

.りは本論で明らかであろう。
• ' ' « ! ' ■

⑵ 最初貨幣形辟で投下された资本伽値が , 生産物の販売によってW■び貨幣形態をとった後に，

码度投下されるのを，资本投下め贝新•更新投資とよぶ。

'更新投資は，(イ)固矩資本の•史新をふくむ更新投資と, ( ロ)一定の固宠资本投下の跑礎上で生鹿の反

一 : ' —~ ~ 一' 一 ： : ： ,
注㈣ ごの点についてはt 前掲拙稿「拡大M 途過柺にかんする•炎式公析j (r綷济学年恨J 第じ集） の第1章を参 

照ざれたい。 •
(14) Das Kapital,II, SS. 5 2 , 6 1 , 訳, I I ，75,87H。
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復される度ごとにくり返される流動資本のみの更新投資とに区別する必要がある。

(イ） 投下資本のうち, 機械 • 化学的諸装置•労働用建物等の労働手段に投下された固定資本にお 

いては， 1 冋の生産 . 販売によって，その価値の一部分= 磨損分が貨幣形態をとって還流するのみ 

で，残部は:R：朋問にわたって生產過程に繁縛されづづける。漸次的に貨幣形態をとった部分は「償 

却站金_丨と.して桢立てちれ，労働手段が機能しえなくなった時一 - 「物理的磨損 materieiler Ver- 

sch le iB jのみに.よる:か，「道徳的磨损moralischei' "VerschleiBjによ.るかはともか.く-------，「償却堪金」
(注15)  ~

によって见新投資が行なわれる 。 （残存価値をもっダこ固定設備を廃粢して， ヨリ俊秀な固定設備をもっす更 

新する場会，残存価値にあたる伽値損失分をうめあわすために，「準 媸 や 「薪紙摇金j が、用いられてもこ 

れは更新投資であって，新投資ではない。 なおョリ俊秀な固定設備がョリ多ff lの価値のものであるとすれば， 

その分の新投資が必要となり，そこでは更新投資に新投資が合体して行なわれるわけである。)

もっとも，労働手段のうち，一部は耐用年数が相対•的に短く， 異なった時期に部分的に更新され 

るが，前要なのは労働手段体系の中枢機構の更新である。ここで、はほとんどの労働手段（たいていの 

場合穷磡用迚物のみは例外をなす）がーせいに更新される。この時には，流動資本の更新も同時に行な 

われる。

本f e で闹矩資本更新における贺新投資• 固定資本をふくむ更新投資というのは，.このことを.さすa 

固定資本をふくめて資本が投下されてから次の固定資本をふぐむ更新投資までを，投下資本の「回 

転循礙 .Umschlagszyldusj という。 '  - .
蚀16) •

(ロ） 原材料，労働力に投下された流動資本では，生産 • 販売が反復される度ごとに，そのすベて 

の価値が貨幣形態をとって還流し，したがって生産の度ごとに觅新投資が行なわれねばならない。 

一定の固定資本投下の鉴礎上で，流動資本更新がいかに行なわれるかということは，固定資本の機 

餡ずる程度- 固定鞞備の利用度（稼動率）を左右する。

この流動資本の吏新投資については，一矩の固实設備の正常的利用度における流動資本投下の規模 

を规準として，更新規模の縮小= 固定設備利用度の低下がしめされる。正常的利用度は，一矩の国，

宠の時代における穷働時問，労働強度の標準を驻準としで，阁定設備を技術的にもっとも有効に利 

州している状態とみなされる。

ただし， •足の丨A丨记設備の地礎上でも，標準水準をこえた资磡時問の延畏•労働強度の増大を中軸 

として，流励資本役下のみが上の故準をこえて「興常な拡大j をし，固宛設備の正常的利州度以上の 

利川によって，也産拡•火が|可能であることも注意しておかねばならない。これは，厳密には，流動资
(fl；l7) . " ノ《

注㈤ a. a. ()•, I，S. 4 2 4 .訳，I, 657Ko
(16) a. a. 0., II, S. 1 8 0 . 訳，II, 238M. '

{丨すマルクスは，資木が必迪とする丨屯吲足資本役下を咐大することなしに, 汸働の外延的.内包的墙大を小敝 

とする「搾取谢化」によって，.生途が姑大されうることに注H1している。たとえばDas K apital,II, SS. 356〜 
8 ,3 2 0，2 5 6 , 訳，I I ,イ62〜4, 418,骀3頁。

なおかかる生_ ム大において則丨康格がどう変化するかは,労卩堝加， 1 ケあたり固宠設備料川の節約によっ 

て左ぬされるが，マルクスは，一般に, かかる「彻_丨化 j が灾现されうるとすればかえって致川伽格は低下し 

うると考えていたよ5 に以われる, .

… ■… 6 {4 2 S ) —— -
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—  — — -： - — ■ ..

本部分のみr おける斩投資による生產拡大といラべきものであるが，特定の条件下で一時的に行なわれ 

るので，本稿では，新投資の一勺の型とはしなかった。 .•

⑶ 資 本 の _ 產過程において，労働力の消费（= 夯働） を通Cて搾取された剰余価値•利潤のう

ち，資本に転化しようと意面する部分は，資本投下に必耍な規模に達するまでの間，「蓄積战金丨と

して積立てられ，一定期間の後に現実に資本として投下される。この資本投下は，更新投资とは興

なり， 鳄本として投下され . 「本頫的投;下資本丄に資本伽値を追加するo であるから，资

本肺値の新;B T F .追如投下，新投資 • 追加役資とよばれる。か かる「剩余価値の資本へのp■ ミ 化 丄 ，

は資本蓄積ともよばれる。 ' _

新投資についても，囪定資本投資の内容を匙準にその内容を一応区別する必要がある。 ■

(イ） 新投資の本格的なもCOは，一連の労働手段体系一単位（ある生産物の生産を行なうために必要な 

各種機械• 諸装置• 労働用建物等からなる労働手段体系ー箏位〉が新設され， これとこ;Kに組合わされる 

原材料 • 労働力に対し新投資が行なわれる場合である。 .

(ロ） これに対し，一定の中枢的労働手段体系の雄礎上で，労働手段の一構成部分のみに部分的追 .

加 • 改良が加えられ，これと • これに必要なかぎりで原材料•労働力に対して新投資が行なわれる 

場合も少なくない。（かかるダr投資の可能な範囲は，当該生産過程の技術的諸条件によって左右されるが，か ’

かる部分的な新投資による生産拡大はある範四内に限定され，早晩，（イ) のような本格的斩投資を衿なわねば虫’ ； 

産拡大が不能となる。) ’ ' ；

⑷新投資の本質は , 味源的投下資本」によって.うみだされた剰余価値• 利澗より積立てた「蒂 ,； 

積迤金」が資本として投下され，「本 i (的投下資本」価値を増殖するところにある。

，しかし，「蓄辕越金」の‘ほか，自己の当面不要な「償却基金」や貸付資本（他の資本の「撿却逋金r  ;

r菩積菡余j •その他各種め蓄蔵貨幣) によっ^ :右， 生產手段 . 勞丨動力の追加的_ 入= 基齒規模狀大が行’ -： 

なわれる。この場合は自己の「本源的投下資本」の増大は行がわれない点で, 範疇としての新投資 . ' 

資本蓄積とは区別すべきであるが，生産規模を増大し，#1値増殖機能を金も生産資本を増大ずると： 

いう点では同じ役割を演じる。資本制的企業の投資行動6 考察で， これらを区別L て 論 ず る こ と は ' 

煩雑さを加えるので， ここではこれらをずべてふくめて新投資^;しヤ論じ, : 間齒の眭質上,その源 

枭に言及する必要のある場合にかぎって，指摘することとす:5 。 ,

信用制度と投資の運動との関係それ泡体につい文はあらナこめて論ずる予定であるので, ここでは，

生题に必瘐なかぎりでふれるにとどめる。 : : :  ’’

本稿では镥付資本を一部利用する時，自己資本の利潤率ば趣伽格 •謂 觀 於 り 利 子 麵 | 

とみなされるものとして，叙述をすすめる。また, 自己資本の大きい資本象が，貸 付 資 本 め 利 州 の ， 

可能性の大きいことも前提している。 •：

— ^ . —一. . . . . .  . . ■ . '

注⑽ Daa Kapiialr I, S, 607• 訳，I. 903H。
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序 節 分 析 の 基 ‘礎 视 角

\  . _:.: ' . . ( I ) : ' . . : . . : . '  '
.:... . . . . . . . . . . . : . .  ' ；

( 1 ) 投資行動の考寧において何よりもまず認識すべきことは，資本の本挫が最大限の剰余価値•

利满の取得= 資本価瀹の紐大限め墻殖にあり，この資本め本性が諸資本間の競争を通じて個別資本-

に強制されていく という ことである。

r資本制的生産の全性格は投下寶本偭値の増殖によって規定されている，一っまり第一番には，

できる’だけ多くの剰余価値め生産によって6 セが第二には•… “資本の生產によって，っまり剰余価
.： ... ■■. . . .

値の資本への転化によって。蓄積または拡大された規模での〔再〕生産は，たえず拡張される剰余 

础値生産したがって資本家の致富の手段• 資本家の個人的目的• として現象し，資本伽的生産の一

般的傾向に含まれているので‘ るが，これはさらに.........その発展によって，各個の資本家にとづて

■の.必然. eine N otw en d igk e it f iir  jeden in d iv idu elleh  K ap ita listen  .となる。彼の資本のたえざる増 

木が，その錐持の条# となる0」 _

「価値増殖の狂信者として，彼濱本家一井村）は，顧慮するところなく人類を強制して生産のため 

に生産させ，したが.って社会的生産諸力を発展させ, また，各個人の完全で自由な発展を諶本原理 

とする商度な社会形態の唯一のg i m た 'りぅる_ 生_ 紐 を創造させる。資本の人格化 

としてのみ資本家は尊敬すべきものである。かかるものとしては，彼は貨幣菩蔵者と同様に絶対的
...、—バ へ.’ , ■ , 卜:

.な致富衝動absoJLuter B ereich eru n gstrieb .を有する。だが，貨幣蒂蔵者の場合に個人的狂望として 

現象するものが，資本家の場合には社会的機構一一そ こでは彼は一個の動輪匕すぎない-------の作用

Wirkung des gesellschaftlichen Mechariismiw 'でもる。さらに資本制的生産の発展は，一產業的企 

業に役下される資本の絶えざる増加を必然たら，しめ，そして競争は，各個の資本家にたいし資本伽 

的生鹿様式の内在的法則を外的な蓮制後厘としてals auB ere及 於 卿 ぬ 6 押しつける。競争は彼 

を強制して，彼の資本を維持するために絶えずそれを増大させるのであるが，彼は累進的蓄積によ 

らてのみそれ女増大することができるのである。j

それゆえ，投資行動の分析は，あくまでも資本の「絶対的な致富衝動J を现実化していく「社会 

的機擗の作用J の解明，累進的蓄積を強制していぐ「競f 」の作用の解明とい々裸角ですすめるこ 

とが肝袈である。

⑵ つ ぎ に , 上のことと関連して注意すべき逭喪なことは，マルクス理論そ、は，梭資を，単に需

注(19) Das K apltal,II, SS. 74〜5, •訳， I I , 104瓦 

0 ) a. a. 0., I, SS. 621〜 么 訳 ，J, 921〜2茛。
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要の変化に鄉する釋卿行為として抱ぇていないといぅととである。ももろん , 本論でみるょ 

うに需要の状態は投資行動に一定の影響をあたえるが，しかしながら，乙のととと，投資行動が谣 

要の変化に対応する字零^ ^ 亭であるということ• 投資が# 個另jj資本家にょる投資の調節機能を通 

c 了需要に適応していぐものであるというとととは全く別6 尚題である。

諸資卒間競平とは, 本来，生産_ 逢;件 •資本力等に天なり• づヽ なりの格差をもっ個別諸資木が, 

利潤率を最高にするために，自己の生産• 自己の市場を拡大.しょうとしている競♦であるか 

ら，学序セレて市場がいかにもろうとも，たとえそれが不変 . あるいは悪化しょうとも，自己の 

利得になるかぎり，投資は推進されていぐのである。 ' •

しかも，資本制生産においては , 最大丨爾晒 q 辑求は生産方法の改良 • 変苹にょる「特別剰余価値 .  

利潤」の追求と L て親われ,他に先をじて新生產方法を導入しょうとす夸投資競爭が展關するとと 

もに，ひとたび新生産方法導入が実現されたもとでは，競争は当該部門内のあらゆる資本に対して， 

新生産方法導みとそのためめ投資を強制していくこととなる6 . ( 「特別利潤 E x t r a p r o f i t j は「平均利〗丨V|を 

こえる或る利砰」であり，「例外的な過度麥働」• 「平均以下への貸金の引下げ』 等にょっても得られるので，木 

稿では，「特別剰余-価寧にもとづぐ特別 ;f 丨j 滴」を 「特別剰余価値 . 利潤」として用いる。) U m )

「蓄積衝動Akkumulationstrieb」は 「資本制的生産にとらての法則であって，出産方法そのもの 

における絶えざる革命，これとたえず結びついている現存資有の価値蹲少，一麟的餃争輓，おょび，• 

単に滅亡から免れて存続するための手段としての生産の改良おょびその規模拡張の必要，にょって ‘ 

与えられたもので^ ) 。j といわれるゆえんはここにある。

したがって，市場全体の状態 . 利潤率の状憩のいかんをとわず，需 要 拡 大 •，_ 率上界のないと 

ころでも一 — :需要が相対的ち狭:小で，低い市場利潤の支配するところでは，「特別剰余価•値• 利潤j への渴 

望はかぇって•倍加する—— 生寧方法の変革と結食して， 投寰拡大 .生 産 拡 大 をょびおこしていく起勅 

力 • それを当該部門内のすべての資本に強制していく「社会的機構」 はワ私に存在して I 、るといわ 

ねばならない 6 そして，投資拡大がかかる展開をとげていぐところにこそ, 投 資 拡 大 • 生産拡大が， 

当該市場の枠をこえてすすんでいイ基盤があるのである 9

「… …生產方法，生產手段はこのょうにたえず変革され，革命されて，分業は一段と進んだ分業を.

邀械の使用は一段と進んだ機械の使用を, , 大M檫柃業は一段と進んだ大規糙淖案を, 必然的に:ょびお

とすのである。 こ ’

これこそ，プルジ日ァ的生産をたえずくりか支レその击い軌道の外になげだし，資本が労f# の也速- 

力を緊張させたという塑鼓でさらに資本を強制してこの緊張を逝めさせる法則であり， 资本にすこし

の休息も許さずに- たえず，進め ！ 進め ！ と坪，ちする法則である。」
( mm

    :  —      ：. ： .... ； ；;;：：：

注㈣  a. a. 0., Ill, S. 2 2 4 . 訳，III, 2如頁。

㈣ a. a. 0., Ill, SS，272〜3 , 訳, III, 355〜6頁。

脚 ’ K. Marx, Lohnarbeit und Kapital, Mar^/Enjfelg Werke, Bd. 6, Dietz V6rla^, Berlin 1959f S. 419.
訳ず锊资働と資本: ! びマルグス；土ンゲルス全集j 大艿書店) 第 6 技 414K6
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以上のような理解があったんらこそ，市場利潤率が低落したもと't H ， | B の利潤# を画める/こ 

めの投資が刺戟• 促進されるとV、う主張がでてぐるの4 ある。 ■

「利澗率が低落すれぼ , 一方で敁资本が緊張し，したがって個々の資本家は改畏された方法などに

より，自分の個別的商丨f t の個別的何] 値を?i 会的キ均伽値以下に低下きせ* スうべして，与えられた市場

価格のもとでは特別利潤をえる'  他方では，一般的乎均利潤から独立しこれを超える何らかの特別利

澗を确保するための，新たな生産方法 • 新たな投资 • 新たな冒険 * における熱狂的試みによる思惑 ,

および一般的な思惑愛好が生ずる。j
( f l：24)  、

........ ...._. ... • • • '-'- '- . .

( 3 ) いま一つ，投資行動の考察においで見逃してならない重要なごとは，投資をめぐる諸資本間 

競平において，競争上の武器として，労働者の労働諸条件をkj下げようとする力がつねに働いてい 

るとともに，競争において蒙った不利益レ損失を勞磡者に転嫁しようとする力が強く作用している 

ということである。々ルクスが，生産力の発展*資本蓄積の進展が諸資本間競争のもとですすめら 

れることを強調し，投資 . 生産 の 「無制限的拡大」の過程で一部資本が資本価値破壊•滅亡を余儀 

なくされていくという時，マルクスはつねにかかる競争. 対立が労修者の労働* 生活諸矣件}^転嫁 

されていくという矛盾，そこで労働者の生産した生.產諸力が破壊されていぐという矛盾に注目して 

いるのである。 *

「繁栄時代を除けば,資本家だちの間では市場の個人的分前をめぐる猛烈きわまる關争が行なわれ 

る。この分前は生産物の低廉さ^•正比例する。そのために生ずるところの，改良された•労働力に 

代位する♦機械と新生產方法との採用に関する競. のほかに, 労賃を労細/力の伽値以下にリ丨下げる 

ことによって商品を廉くしようとする努力の行なれ名’時期がその度ごとに生ずる。」(«；25)
「……生産力のこ、した発展は，同時に機能諸資本の部分的な価値減損を伴う。この佃丨値減損が競 

爭によって痛感されるかぎりば, その主たる16压は労働者の肩にかかる一一•資本家は労働者の搾取 

を高めることによづて损失を偾おうとするのである。」
- (注 26)

「資本制生産は, 総じて, あらゆる吝嗇にも拘わらず，人間材料については全く浪赀的である（「穷

働者の生命および_ 康の浪找J —- 井村）が，これは全く，資本制的生産が他® では,商業によって生

産物を分配する方法および競爭の仕方のゆえに物質’的手段を® だしく浪费するのと同じであって，

一方では個々の資本家が得るだけのものを, ' 他方では社会が失うのである。」
(11:27)

投資が，諸資本間の競平• 対立をぬきにして資本全体の役资総贵の問題としてのみ•あるいは平
. .

注(24) Das Kapital, I I I ,  S. 2 8 8 .訳，I I I ,  374頁。

(25) a. a, 0., I, S. 4 7 6 . 訳，I, 728瓦  .
脚 a. a. O., I, S. 6 3 6 . 訳，I, m % 0
㈣  a. &, 0 . , Ill, S. 107. III,151

なお，諸資本問の対立. 競命のもとですすむ資本の運動外炎働希P たえざる吸引.反撥を汆戗なくする点に

ついては，拙稿「々 ルクスの相対的過剰人丨:丨論にかんする一論ぬj ( r芑川学会雑；-ね 飨 53卷 4 4 ) を参M されたい。
- • •
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投資行動にかんするマルクス理論 ム

均化された資本の問題としてのみ把えられるところでは,かがる矛盾は認識されなt 、一 — という よ |

りかかる矛盾認識が欠落し七いるからこそ, 投資が諸資本間の競争• 対 立 を ぬ 含 に し て 把 え ら れ て f

しまうのである。 . • ； 
(妝8) . i

本稿は，主題の関係上，この、問題•それ自体に直接論及するものではないが, 本稿における投資行■,.；； 

動の分析が，かかる矛B の把握にとって避礎を提供するものでなければならないことはい うまでも j:

‘ なぃ。 . ' . ‘ ■ f.

• ' - ; . - . —v. p

. . ( n )  |

さて，投資行動の分析を，以上のような基-碑視角においてすすめていくにあたり，前も っ ヴ 木 丨

稿で対象とする•自由競平の犮配的な段階における击場（= 競争中-場）の 特 質 を 俥 単 に 指 摘 し て お く 必 I.

要か,あ <6.う。.

⑴ 自 由 競 爭 の 支 •配的な競孕市場においては，個別資本家は自己の利潤率を最高にするように . i , 

投資の部門を自由に選択し，興なる生産部n の間に自由な競争が展開する。 （もっども, 興 .部 [,の  

資本 (D移動につぃては，競 刺 j場におぃても，.後にみるように投卞固定資本価値の長沏緊縛による移動の制約， ：I  

坐產カ向上にともなう最低必耍资本最增大による相対的小資本の自立困難という問題が生じる点に注意しなけ：漏

ればならなV、。しかしながら，自山競争の支配的な段階では，前者については，.新投資部分____ 肉 己 の 「兹 秸 ■■ -J

S 金」の他部門への投资•あるいは信用を媒介とした他部門の資本による新投資一—や， 闽 妃 资 木 更 新 部 分 を . I, 

通じて自由な声們叫移動が展開するし， 後者につぃても， 信用による追加資本形成への参加, ぁ る ぃ は 新 た に . ぃ  

自立する資本の登場が行なわれ，全体としてはなお多数の資本が部門問を自由に移動しつつ. 部 門 内 に お い て ノ 1 

もつぎのようなm i丨競争が行なわれるのである。） !

各生産部門の内部では，非常に多数の個別資本家が，自 己 の 利 潤 率 を 最 高 に す る よ う .兢 爭 し て j: 

ぃる。各個別資本家の生産i l iが当該部門の全生產量•にしめる比率はきわめて低く，各 倘 別 资 木 家 の i 

生産量の変化がその生産物の価格に及ぼす影響は無視しうる位微小である。ま た 市 場 の 条 件 の 変 化 ..j:

に対し，競争力が相違し，個々の利益の」致しない多数の資本家が競氛している。，それゆぇ，個 別 I 

資本家は自百の坐產蛰の増減を通じて，伽格の動きに一定^!作用をおよぼすことは不可能である。 ’丨‘ 

また，価格に影響をあたえるための協同行為を行なうこともできなぃ。 ij

購贸の侧も全く同様の関係にある。. ： ' |:

. . - ；' ■ '  -  パ' パ.… : . ， . . ' .

⑵競争市場は上のような特徴をもって I 、るから，そこでは，袖別資本象が投資の判断—— 投 資 IB

注御マルクス麵学の如域では，.宇難か恐慌論んおよびその理論的立場を麵する人々につぃて，かかる点 丨 丨 ‘歷 

が_ できる6 宇野氏等におけるかかる丨_ 認識の欠落は. （輯の必然性の•雜 点 に 謝 る 誤 り と 無 縁 で は な ぃ | |  
が，）まずそれi m •として批判する必迪があると忍われる， ' , 1
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部鬥, 生產方法，投資 • 生産額等—— にさいし，本来きわめて米確かな予想し办ゝもちえないと左は 

明らかズ'あろう。ある生産方法をもってある部門へ投資した場合，'期待ざれる利細率は 

市場価格水準ぢ薩傷梁费 ) ._><_玺 間 魅 1 :— として推訐されるが，こめ推計のポイントをなす 

予想「市場価格水準」については，それを規定ずるもっども童要な諸要因一需要と供垮の見通し， . 

新生產方法め導入• 普及の見通し等一，についでさえぃ個別資本家ば信賴にたる予想をたてること

は本来不可能である。 .

M . ドッブは，固定資本投資にかんして，「このような決定の8■当杏J は，需獎とか米来における技 

術的発明の進路とかいうような要因以外になお，次ぎの四つの主-5C1な型の事実̂に依存している。とこ 

ろが個人主義経済のもとにおいては，投資決定を下す個人もしくは諸個人はこれらの事1実のいずれに 

たいして.も部分的もしくは荃丽的に無知である」'という。

, |t丨由競争市場にあっては，このよ.うに将来について確実な予想をもつことが未来不可能であるう 

え，生產諸条件 • 資本力等に大なり . 小なり差をもった多くの資本が競爭.対立しているのである 

から，' 各個別資本家は, 市場の諸条件のもとで, 当面？ところ，自己の生産諸条件•資未力等にそ 

くして • 自己^)利潤率を最高にずることを考えるのみそ、ある。不確定性にみちた将来よりも，当_  

における利益が優先して考えられるし，たとえ将来の需要の縮小が明らかであり，全体としセ投資• 

生産を縮小することが結局は各個別資本家にとっての長期的な利益になることが明らかで毛ったと 

しても, 全体が歩調をあわせてかかる行動をとることが不可能である以上，個別資本家は当面め旧 

己の利益を追求する手段を選ぶのみである。 そこでは， 「各人が自分だけで強者(たとえば少ない生 

產赀で作業する者）になろうとし，または少くとも出来るだけうまく切•りぬけようどしうるのであっ 

て，この場合には各人は，隣人のことなどは一一自分の為すことは自分だけでなく仲間全体に影鋳 

- するにも拘らず一 - どうなろうとお構いなしである‘。」
* (注 30)

-■ . '■ ■ " :

1 第 1 節既存の生産諸部門における投資行動

■ . . . . . . ； ..ぺ ■ パ“...：. . . . . . . . . '  ■ ： '■. ：■/ .ぐ '

木節では，固定資本をふぐむ吏新投資と新投資をめぐる個別資本の行動を，第1 項:新生産方法 

の導人と結合した場合と，第 2 項 ：生産方法に変化のない場合とにわけて考察し，その後第3 項で， 

一矩の固定資本投下の趣礎上での流動資本のみの更新投資のM換变史にづいて補足言及する。

投资行動にかんする々ルダス理論'

注(29) M. Dobb, Political Economy and Capitalism, Some Essays in Economic Tradition, (Fifth Impression, 1950) 
p. 27 8 .岡 稔 訳 r政治緙済学と資本主義J 2 6 7頁。 なおここでいう四つの祺级とは，⑴ 「同じ生産部]WIもしく 

は'練# 的な諸過锃において，同時に行われているかまたは問もなく行われるべき/ 乎行的対抗的な投資行為」，⑵ 

「袖完的な諸過程，" … において现になされているかまたは近くなされる投資行為J , ⑶ 「絰済体制全体を通じて 

現に行われている貯蒂と投資め大きさJ ,  (41旧故固定資本が經済的生命をもつ則丨丨丨1中における将来の資本諮稹 

〈したがってまた利子率）め在り方」である。 _

(30) Das Kapital, III, SS. 220—1. %  III, 289頁。 ’
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第 1 • 公項の問題について前もって強調しておかねばならないことは，諸資本間競♦のもとで展 

開する投■資行動め分析の中心は，生摩方法の変舉と結びつV、た第 1 項の場合におかれるべきである 

ということである。 !

本論でみるように，個別資本は固足設備の更新投資や新投資にさいし，「特別剰余伽値•利潤j獲 

得のためにョリ優れた生産方法を導入しようとぃう強ぃ欲求をもっているが> 他方では資本の欲求' 

に刺戟されつつ臾現された新生產方法の発明• 開発は,その導入ニ 「特別剰余謝直 • 利潤」の獲得 

のために，新投資 . 吏新投資（ただし資本の追加を必要とする）を大いに刺戟；促禅する。このように 

投資と生産方法の変取とは相互に刺戟• 促遍しあう関係にあるうえに，かかる生産方法の変取が一  

度実_ されてぃぐと，競平は寧苹考丨H 内^)資本全体に対して生産方法の変革とそのための投資を強 

制してぃくので、あって，投資は生產方法の変革と結合することによっ七はじめて，身該部門全体を 

おおうものとして展開していぐこととなるのである。，もちろん，生産方法はつねに改皮• 変革され 

るわけではないし, 生産方法の変革のないところでも投資は行なわれていくのであるが，個別資本 

はマねに「特別剰余価値 • 利■ 」獲得の欲求をもってぃるし, とくに, 低レ、市場利潤率が支配する 

状態のもとでは* こ の 「特別剰余価値 • 利潤」への欲求は倍加され, 生産方法の改良•変革の臾纵 

に最本P 努力が払われていくので，かかる資本家の行動によって，新生產方法の導入とそれに結び 

つぃた投資の運動が惹起されてぃくこととなる。 .

「資本主義制度の一般的基礎がひとたび与えられておれば，蓄積の経過中には必ず社会的労働の生 :̂

產性の発展が—瓚？寧亨^ ; ? 槓 件 der machtigste Hebei der A kkum ulationとなる点が牛:ずる。j

猶点井村) といわれるゆえんは以上の点にある。 . m i }，

T資 本 第 1 部第 3 篇第23章では，資本蓄積を，資本の有機的構成が不変のもとでp 蓄秸と，右機 

的構成の高度化のも, マの蓄積にわけて考察してぃるが, 剪者は発展過程の「特殊的段階einebcsondre 

党題ej • 「中休み期Zwisehenpausenも ^ :され， 蓄積過程の分哲の中心はもっぱら有機的構成高度化 

のもとでの_ 積丨こおがれセいる。と6 ことも以上の関連で理解すべきである。

なお，坐産方法の改设 • 変革については, 旧来の労働手段体華のほとんどす4 てにわたって变:

I かだなわれ, したがって，生產方法の変革の実現には，旧来の固定設備を所有するものはそれを

ほとんど全部释棄しなければならなし、とレ、う場合から，労働手段体系の一部のみが浚革され，旧来

の固宠設備に部分的な変更を加えればよい場合—^ • この場合も，変舉が资働手段体系のぃかなる部

分に • どの程度の範_ で坐c るが，によって大い^:異なる— _まで, いろぃろの場合がある。

しかレ，問題を純粹に把えるために，第 1 項では, 勞働手段体系の中枢部分に新技術がとり入れ.

られ • 旧来の労働手段体系のほとんどを廃棄しなければならないような新生産方法の導入の場合を-

注(3丨）D叫 Kapital, I, S. 6 5 3 .訳, i ，965頁，

(32) a. a. 0., I, S. 653； 訳，I, 965頁，

(33) a. a. O., 1 ,8 .6 6 3 .訳，I, 976茛。

投資行動にかんするマルクス廸論
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投資行動にかんするマルクろ理諭

対象とし‘, 第 2 頃では労働手段体系のあらゆる部分について, 改良技術が一切存在せず，旧来と全 

く同一の生産方法で，投資が行なわれねばならない場合を対象とするン実際にはその中間的な生產 

方法の改良 • 変革が少なくないのであるが，そこでの問題は,以上のような形で理論的考察を行な 

っておぐことによづておのずと明らかになろう。

第 1 項新生産方法の導入と結合した投資行動
* (注 34)

( 1 ) ある個別資本が，その生産部門の平均的.標準的諸条件よりもヨリ優れた生産諸条件をもっ 

てノーk産を行なえば, その生産物の個別的生産価格は一般的生産価格よりも低ぐなる。市場丨而格 

般的生産価格とすれば，こめ個別資本は平均利潤のほかに,一赦的举產価格と個別的生產俪格との 

恙額分を「特別剩余価値 • 利潤.丨として取得することができる。 他方, 平均的•標準的齡条件以下 

で生産する資本では，個別的生库価格は一般的生産価格よりも上廼っているため，その差額分はし、 

わば々イナスの「特別剰余価値 • 利潤」となり，その分だけ利濶は平均利潤より少なくなるン部門 

全体としてみれば，平均利潤をこえる「特別剰余価値 • 利潤』の総額と, ャ4 ナスの「特別剩余価 

値 • 利潤j の総額は一致する。 .

個.別資本をして先を争って新生産方法を導入せしめる誘因は，こ の 「特別剰余倫値 . 利潤」の実 

现に他ならない。他方，新生産方法の普及がしだいに弥制されていくのは， マ イ ナ ス の 「特別剰余 

価値 • 利潤」の存在である。 •

新生產方法の普及がすすみ，新生產方法による生産物の全生産物にしめる比簞が土舁するにしナこ’ 

がい，当該部門の平均的• 標璀的生産諸条件が向上し，一般的生產価格自体の低落により/一般的 

生应伽格と個別的生産価格との差額としての「特別剰余価値 • 利潤丄‘の減少がすすむ。すべての旧' 

式設備が廃棄され• 新生產方法が全面的に普及すれば, 新生産方法の生產諸条件が平均的 . 標 準 的 • 

なものとなり，ー舶的生産価格= 個別的生産価格となり，「特別剩余俩値 . 利潤」は消失する。.

こ の 「特別剰余価値 . 利潤j の本質は「特別剰余-価値」である。同種の商品は，相異なる生產諸条 

件のもとで，相興なる投下労働量によって生産され，したがって，相興なる「個別的肺値」をもつ。 

しがし，商品の你丨値はr個別的伽値j ではなく • 社会的価値であり，商品肺値め大いさは，それを生 

産するために• 個別的に投下された労働によってではなく，r社会的に必瘐な労働時問」によって規 

定さ•れるのである。すなわち, これら相興なる諸個別的価値の全加ffl平均である平均伽値:=社会的伽 

値こそがこの商品の価値である。それゆえ，「現存の社会的•標準的な生產諸条件と穷螂の熟練および 

強度の社会的な平均度とをもg j ：」生産されテこ商姑の個別的価値は社会的伽値にひとしいが，それより 

も俊れた生産諸条件で生産された商舳では個別的価値は社会的伽値より低く,反対にぞれよりも劣等 

な生座諸条件で生産された商品では， 「個別的伽値_ jは社会的価値より大きい。と の 「個別的伽値」

注㈨ 本扨の分析は，北 原 功 r競争段階. 独占段階における坐産力の発展一技術進少を中心としてj  (鹿応翁塾 

大学 r経済学年報j 第じ染）の第1東 m 1 節と同じ理論的立場にたづものであるs 新生產方法の褸久.普友そ 

れ丨:丨体については， ヨリ詳しくはそちらを参照されたい。

(35) Das Kapital, I, S. 4 3 . 訳，I, 120K,

—— 1 4 ( _  —
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と社会的_ との差が「特 卿 余 M 値」• マイナスの「特別剰余M 値」となる。商品価値は「個別的価 

値_ jでなく社会的価値であり，個別的投下労働ではなく，社会的必要穷丨劲丨とよって規制される6 であ 

るから，平均的 • 標準的な生産諸条件より優れた生産諸条件の :もとでの労働は，その例外的に高んら .

れた丄產プJ によって ' 「启.乘された労働として a i s  . A r b e i t 作用」 し，同一の穷働時間に平 .

均よ 0 多 < の社会漏齡をうみだすこととな i ) , 1 ^ - 麵 義 中 に るいは 献 ,靴 も た り r  
平均以上の剰余価値= 「特別剰余価値」をうみだすこととなるのである。

こ の 「特別剰余価値] は, 社会的価値の一*般的生産価格への転化に対応して，「特別利淵j に _一 

般的生產峰と轉的生産価格との差額としての「特別利潤」に転化する。-般 的 生 細 格 は そ の  

部H め平均的 . 標準的な生産諸条件のもとで生産されたW品 の 議 価 格 ）ラス平均利測である。個別 

的生産価格は，個別資本の諸条件における费用価格プラス乎均利润(―投下総資本M:x—般型迴^= 商 

,a -軸 あ た 力 で 鄉 ず べ 神 均 利 潤 ) で‘ る。この個別的生_ 格は，その価格で商品1,が_ された 

■ ならば，そ_ 別資本に乎_ 谰が実現されるような価格である。市場脑格= -般馳產伽格とすれ 

は•，：下•均的 • 標準的なポ条件の資本では.，' 一般的生產価狢= 個別的生產価格で，平均利潤が取得され 

るわけであるが，ヨリ優れた誠諸条件で，-般的生産価格> 個別的虫産価格の資本では，この差額 

分 斜 均 利 觀 上 の 「特 湖 潤 」として取得される。-般的生産価格く個別的铺価格の资木では，

'■•の差額分かマイナ乃の「特別利潤」となり，それだけ平均利潤の実現が不可能となる。

このよ5 な r 特別剰余伽値j の 「特別利潤 j への転化により，資本の有漏構成と回転率の平均的 .

標準的水準が社会全体めそれと-致する例外的な部門をのぞけば， 「特別利潤」 は 「特別剰余伽値」 ：

と蛩的に难離することとなる。

本 稿で「特別剰余倾値• 利潤』という表現を用いているのは，ここでの「特別利潤」の本質が「許 

別剰焱_ 値」であり，それが「特別剰余価値」の転化したものであることをしめすためであv

へ パ . . .  ' ■. • パ. .パ  '  ,

⑵ と こ ろ で ，以上の説明のかぎりでは , なお，新生產方法の導入をめぐる諸競争も，それと結 

合した投資行動の内容も :：明らかではもい。 ご こ で の 細 の た め に は ; 以 上 の 諸 齡 が ,瑰 実 におい ’ , 

ていかにつらぬか叔ていぐかが，投資との関係においてとわれねばならない。：

現実においては，一 般 的 生 產 侧 格 と 市 場 価 格 と の 难 離 ,範 疇 と し て の 一 般 的 利 洳 率 丨 刷  

と 市 翻 潤 率 と の 乖 離 が - 般的であるので， 「特別剰余 価 値 • 利潤」 はつぎのように認 

(本稿では，ある也産部門において，市場伽格のもとで現突に成立する平均的な利潤率= 平均的•標準的生麵  

条件の資本ぬける利潤率を , 市場棚率とよぶ。 なお各碰部門の市場利潤率_ 等化する_ にあるが，

この均等化されたものを一般的な市場利潤率とよぶ。） . し. ' . ’'

まず当該生産部門の予想市場細格水準と，一般的な市場利潤率を基：準と して, 新生產方法を濞人

した塭合 A 「费用伽格 + 逛 本f f l：x — 般的市場利測尜■ニ  U l ,  v  t \
. ， ト̂ 一 一 を 推 d . する。 この肺格は，との水準で販売

された場合，一般的な市場利■ 率にあたる利潤が取得されうる伽格ヤある。 細 j资本にとっては 

各部H いずれにおいても平均的に得られるであろ5 - 般的な市場利潤率とくらぺて， 新生途方法口る利 _

がど破け高いかが i _ であるから, 撕 _ 準_ 動們の市場利 _ ではなく, 仏般的た市場利_セも

注㈣  a .  a .  0 . ,  I ,  S .  333. 訳, I ,  538見
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る、なお，ここでは当_ 生産部門の市場利潤率も最初は一般的な市場利潤率に等しいという想矩をとっている。） 

つぎにこの価格が市場価格水準よりどの程度低くなるがをもとめる。この低くなる部分が，そわ市 

場価格水準で販売された場合に取得しうる生産物ー单位あたりの「特別剰余価値 • 利潤」であり， 

これに生産物量を乗じたものが「特別乗9余価値 • 利潤j 緣量である。これが，個別資本をして新生 

座方法を率先的に導入するよう促す誘因に他ならない。 .

もっとも，斩生産方法は一般に生産規模• 生産物量の增大をもたらすので，個別資本は，率先的 

導入丨こあたり，いずれ市場価格水準が低下していくこと•あるいは販路確保のための安売りが必要 

であるかもしれないことを予知しているであろう。

しかしながら，自由競争市場では，個別資本の生産量が全体の生產量にしめる比踅はきわめて低 

いので, （新生産方法がこの関係を変革してしまうような.生産規模の墀大イ匕をもたらす画期的な一大変革で 

ないかぎり）新生産方法の率先的導入それ自体による生産物量の増大が全体の生産量• 市場価格に.お 

よぼす影響は微小であるし，また, かかる市場にあっては，その影響を推計することは本来不可能 

である。 したがって，資本家は上の推計にあたって，市場価格水_ をいく.ぶん低目にし，「特別剩余 

価 値 . 利潤」を低目に見積るであろうが，率先的導入それ自体の影響をあらかじめ推計することは 

しない。..（この点は,、侦占市璩的構造の場合と大きな相違をもって'^'^方）

他方，率先的導入を行なった資本においては，自己につづいて追随的採用がいかなるテンポです 

すむかということはほとんど予想困難であるから，追随的採用にともなって「特別剰余価値 • 利潤」 

.が減少していくことを予知していたとしても，そのことは資本家をして， ヨ.リ早く新生産方法を導 

入 U ， 推 計 さ る 「特別剰余丨値 • 利潤上をヨリ長く享受するよう促すのみであろう。

あ る個別資本が新生產方法を率先的に導入すると，他の個別資本もこれにつづいてできるだけ早 

くこれ^：追随的に採用しようとするが，この場合も，その誘因は上にのべた「特別剰余価値 • 利潤』 

の取得である。（ここでは，新也產方法導入がすでにはじめられているため，推計にあたり，市場価格水難を 

低目にする庇合いが深まる点のみが異なる。）

. ■ . .  . . . . . .

( 3 ) つぎに，新生座•方法の導入を美現するための投資について，それを制約!する問題として,

(イ)旧式固定設備の残祚価値をめぐる問題と，（ロ)资本规模拡大の問題に論及する必獎がある。

(イ） 旧式固定設備の残存価値は，旧式設備を新設備に置換えることを阻止する条件となるので， 

新生産方法の率先的導入• 早期の追随的採用は，W固定資本の吏新期に達したか，更新期に近いも 

の，（b)新たに当該部門に参入してくるもの，⑷新投資を行ないうる.もの,を中心に展開されること

となる。 *

旧式設備を「物理的磨損」以前に旄粢して, ，新坐産方法を導入するためには,その残存伽値ニ未
> . . . .  ’ ' .
■ , . ... ■ ■ -. ■ ■ ■—— — - -

注㈣ 北 原 5 5 「前揭論文. I馆2 帘，第2 節, ⑵参照4 •

•—~  ̂ 1 6 _  —  ’

上 し .:’ . . ペ . .，：
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回収の償却金は固定資本め価値廃棄= 損失となる。早期更新 ‘ 残存価値の廃棄による損失分は，新 

生産方法辱入だよって一定期間にあげられうると推計される「特別剰余価値 • 利潤J よりの阼除分 

をなずWそ の 控 除 分 じ て ，新生產方法導人の誘因= 「特別剰余価値 • 利潤」は減少 • 消失• マ 

イナスとなる。し た が 残 存 仙 (値が大きく，，「特別剰余価値 . 利潤」がビレあるいはマイナスと 

なるところでぼ，かかる皁期更新による率’先的導入の追随的採用は行なわれえ ‘ない。

旧式設備の残存価値が大きV、場合は, これを利用しっっ•新投資によって新生產方法を導入する 

ことが選ばれるが, しかしこのためには巨大な薪投資が要求されるので，かがる新投資り•可能な資 

本によってのみ，率先的導入 • 皁期の追随的揉角が行なわれる。との場合, 'このたあに，声〖'j•資木 

が利用されるならば，その利午氧担は費作価格にプラスされ，予想される「特別剰余価値•利潤丨 

を減少させるよう作用する。 . .
■ ' . . . .画 . ■.'へ . •

. ん灰お, 新生產ガ法導入ばそめ普友にともない市場価格め低落を惹起し，とれは,旧式設備にマイナ 

スの「特別剰余価値.酬 j を余-儀なくするのではあるが,自由競争ih•場にあっでは，c o s とか 

ら旧式設侦iをもった資本が新也産方法導入をさしびかえるどいづことはない。一個別資本の'生産品:が 

全体f c しある比茁が亦常に低いM争市場ゼは，射生産方法やまづて生産藍が増大したどしても:，一--  

丨斩生產方法が全体の生産;t め：̂なりの比蜇を供給することになるような一大変革でないがぎり*— 率 

先的導入それ自体は価格水準にわずかぼかりの影響をあたえるにすぎないし，僅がばかりの安売りに 

よって増本1<た販路を確保することができる。さらに盟要なととには，自电競争の,もとでは,開発さ 

.れた技術があれは•，残存細値め制約を全C うけない資本（固定設備兕新期にあるもp ヤ新参入するも 

の）によって率先導入される可能性は盛富に存在し，これらによって導入がすすめられれば，火きな 

残存k 値をもみ自B の損失は大きいのである。 ；

したがって，資未カさえ許せば，新生'産方法を:c きる:だけ早く導入し, 「特別剰余価値 • 刹潤j が 

減少しない間に• 少しでも長期間それを取得しておこうという欲求が強いのであって•資本力がある 

. パにもかかわらず，自己の丨日式設備の残存価値の破壊防止のために，新缉資による新生產方法の率先的

導入をさしひか夂るということは，競争市場のもとでは原則としてありえないのである《
- ■  • ... : , ■ : .... - ：: ■

, _ .： ； . ■ j * - •' . ■ - ■ ， i . .  . . . .  t * ： *■

以上のベた与ころから，新生産方法の率靠的導入• 早期の追随的採用が, ⑷固定資本，の黑新期
‘‘ . . • へ... , ：■ ■• v ■ 't- ■  ̂ ij

に達b たか • それ仁近V、もの，（b)新参入企業，（c)f?投資を行なV、うるものを中心に展照され今こと 

が明らかであるう。それは, これらにおいては, ' 旧式設備の残存価値廃棄による損失が皆無•'ある 

いは僅少であるため，新生産方法導入の誘因= 「特別剰余価値• 利澗」獲得が相対的に大きいとい 

うばかりではないぅ以上のことは, ー埤固定寫本を投下してしまうと，長期にわたってその残存_  

値によって卿絢され，新坐產方法<0導入が困難七なるということを意味するのであるから，資本家 

は固定資本,9 吏新投資，新投資, 新参入^)際におt 、ては,できうるかぎり，優秀なる.生産方法を淖 

入しておこ乃というきわめて強い欲求をもっているからである。 *

ィ正猎的な蒋籾め速行巾に形成される迫加資本…*‘.は, 圭として新たな焭明ゃ翁見の—— 総じて云え.

ば辑業的改设の—— 利用のための媒剂として役だっ。だが旧资本も, # のたつにつれ't：, その前ゃ肢’ 

体を]G新すべき時期に到速するのであって; その際には旧資本は，その殻を脱いで/ より多;f lの機械

投資行動にかんするマルクス理論



や股料を運動させるだめにより少量の労働で足りるよ5 な改良きれた技術的姿態をとって更生する。」
'  . (注 38)

(ロ） つぎに，式y 優れた生産方法は，一般に投資規模の拡大をともなうので，新投資，新参入に

おいて新牛產方法を導入する場合には,従来の労働手段体系一単位当り投資額よりも一層多額の資

本M•が必要となる傾向が強いし：固定資本更新にあたって新生產方法を導入しようとする場合も/

rfft邡故金j に 「蓄積湛金」が合体され》「更新投:資+ 新投資」によってはじめて新生產方法導入が

树能となることが少なくない。 ゾ

f芦本論j 第 1 部第 4 * 7 篇で強調ざれているごとく，生産力の発展は某■本的には，膨大なる機械体 

. 系と化学的諸装匮の新設‘ 変革を通じて，ネ量の労辦力と多棰多様の労働手段の合理的•有機的な結 

合，庞大^：自然的諸力め利州等を突现していく方向ですすめられる。それゆえ，ヨリ優秀な生産方法 

• の溝入は，「落稹そめもの，および，これとともに与えられる資本の集横」 を 「一物炱的手段；T丨どし 

てはじめて可能となるのである。他方，このような労働手段体系を中心とした新生産方法tぞ 1 め 結 • 

梁としての生産物量の増大を通じて生産過程で必要な原材料. 補购材料を増大するQ で，流動的不変 

資本の必鳄量も増大する。 , .

もちろん, ，マルクろの強調するように，このような生產手段の集積. 大量的充用は，他方では，動 

力や建物，:暖房 • 灯火設備等の利用上の節約，旄物利用等を通じて，必聚不変資本を節約するし,也產 

手段生産部門における生産方法め導入• 锊及は，生產竽段を低廉化していくのであるが，上の餌向は， 

かかる作用によって緩和されつつも，驻本的にはつらぬかれていくのである。

このため，「特別剩余肺値 . 利丨間J 獲得 t 新生産方法導入の欲求と結 び つ い て ，•利濶よりできる 

だけ早急 . がつ夫量の「蓄積基•金」を積立てようとする行為が促進• 強化される。そしてかかる 

r蓄侦迤金」の積立てや貸付資本の利用において有利性をもつ大資本は，新生産方法導入による「特

別剰余価倘 • 利丨問」の獲得においても一般に優位をしめることとなるのである。 •
... . . . . . '  * ' . J • - :, ■

⑷ & ころで, 新生産方法の採用がしだいにすすむにとも/ょい， r特別剰余価値♦ 利潤J は漸次 

減少していくので，新生產方法の採用はしだいに「特別剰余伽値•利潤 J の獲得のためにではなぐ 

競ヴトによって強制されるものとしで行なわれるようになり，このもとで，新生産方法の採用のチこめ 

の投資が強制されていくのである。

(イ） 上にみたように，新生途方法は労働手段体系ー卑位当りの資本規模拡大• 生産;1 :増大をもた 

らすので，固fe資本更薪におけ名導入自体，生産量を増大させるし,新投資のみによって導入が実 

说されれば, 生産愚の群的増大が行なわれる。したがって，新生產方法の導入の普及にともない， 

市場価格は生産物供給増大の結果として一一それが需給関係の自動的結果としてで年るか，新生產 

.方法を辟入した資本による販路確保のための安売りを通じてであるかはとも:かく -̂ 鞭次低落し， 

これによって一般的な市:場利潤率をこえる「特別剩余伽値 . f l J ^ J は漸次減少していくこととなる。

. . もっとも，この.過程で, 市場伽格低:落により当該生産物に対する需要の拡大が生ずるとすれば，

注脚 Das Kapital, I, S. 6 ( 3 2 .訳, ‘ ぐ的5見  

.(39) a_ & 0 ” I i r , U 4 5 ‘ :訳, m , 320裒。

投資行動にかんするマルクス现論

18 (440) -------

そのかぎれで市場肺格低落は緩和されるであろう。 ,

なぉこの間，他の迎由で需要拡大がつづけば, 市場価格p 低落傾间は緩和.，あるいは胆丨[•される 

し，逆の場合,は低落侦向が倍加されるが, ここでは問題を純粋に把東るために,他の理山で需贺が 

変化しないものと想定するV

需处が新坐座方法の導入r よる供給増大に比例して拡大するならば，市場価格は不変であり，新也 

産方法を導入した資本はすべて，いぜんとu て .最初め「特別剩余価値，利调」をふくむ灯い利澗を 

莩受しつづける。ただしここでは，高利潤率の内容は寒イ匕レ， 「特別剰杀価値•利 は 減 少 し ，他 

は市場彼犬によるものである。ここでは> 丨日式設備の资本も一般的な市場利潤緣iを取得している。

: がふ名状態が, 当該部Mのみで也じそいるとすれば，かかる妆態は, : 被本の流X 一ュ新企業め参入 

によるか,信用を通じて流入した資本が当該部門の企業によって新投資されるかはともかく一によ 

; 々蚵生産;^痒^ 導入を促_ . 强化し，これを通じて毕晚市場伽格の低落钕向が現おれるごととなる。 

需要が全般的に拡大をっづける好況期では，後に各るように, 市場郇格の低落傾向が龃止;され，つぎ 

のような銃爭による新生産方法採用の強制作用は弱められる。 ：、、

, ；:''■ i ；- ' . .. _ , : .パ. . , . ■

的市場価格の低落がすすむにともない , 従来平均的•標準的生產諸条件以下であった资木はも 

ちろんのこ’と，従来平均的 • 標傘的な生產諸条件をもって• 一t e 的な市場利潤率g 承受していた资 

本にあっても，個別利潤率の一般的な市場利潤以下への低落の度^ 增大し, 前者の方から，利潤ゼ 

ロ • さらにはマイナスの利濟〗という状態におちいっていくこととなる。

かかる状態のもとでは，旧式設備の残存価値の廃棄分= 損失をうめあわす，と,「特が剩余肺舳•利
■ • - • . ； ■ ■■ ■ ■. ■ ■. . •' - -  ̂ . ■ ；

潤」の獲得は不可能であっても，一般的な市場利潤率を確保' ^ 冬ためr も新生痛:方法の導入を急が 

ねばならないし，あるいぱある期間中は一般的な市場利潤率以下の滴潤しか期待できないとしても， 

この部門で生存していくためには新生産方法の採用にふみきらざるをえ知い。ここでは投資•（「愤却
， ■ , 1 し -. . . . . へ:'::.-:ノ. ，-' し.レ..

迤金」とその不足をうめる「蒂積S 金j .「準備金j •贷付資本_ の合体による）はまさに 「取に滅亡から免
. ' '；；-• : ： ： . . , ン、.：パ ： ..パ ' . . … ノノ . ：

れて存続するための手段としての生産の改良およびその规模拡張め必要」（前出）によるものである9 

( A } .しかしながら，旧式設備の残存価値のあまりにも大きいもめ，新坐產方法を採用するための
. ....... - .パ，. . '： ■ ；

資本の不足するものあっては , 旧式設備のまま生産をIlf:続するほかはない。そとでは；たとえ利 

潤がゼロであっても，费用価格水準で販売される以上, 钜産を継続し，固定資本丨 の回収が行’な

わ;^るし, 'さらに市辦価格の予想が費用俩格以下となっても，生産物販売総額によって,（流勋資木 

妯値の冏収以上に) ，' 固宠資本偭値の部分的01丨収が可能であれば生産が続行されるであろう。 しかし 

ながら，市場価格低落▲販売困難のもとで，これらは流動資本価値||j体の回収困雖ヒぉちいり,旧 

式設備のみしかもたない資本家は没落• 破滅を余儀なくされていく。（旧式設備と新設備を併存せる资 

本家では旧式設備の利用停止•廃棄が余儀なくされる。) .この過程で，'これら資本の集中•合併も促進され 

ていく。このような旧式設備の麂棄• 旧式設備のみの資本家Q 没：落 • 減亡を通じてはじめて，新生 

歸 _ _ 的W及が行なわれるのであるぐぞこに科、

平均的•標準的なものとなり， ここでの利潤率が一般的な利潤率，と均等化していくこととなろう。

投資行動にかみするマルクス观論 へ
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㈡ もちろん，以上め市場細格の低落に媒介された「# 別剰余伽値* 利潤」め_ 类過裎，あるい 

は--部資本の価値破壊• 破滅 ‘ 没落の過程は，艰純なものではない。

新生產方法にi る坐産諸条件め向上の幅が大きく • 「特別剩余偭倾•利潤丄が大散に獲得ざれる 

場合には，新生產方法の率先的導入• 追随的梂用は, 他部門よりの資本流入をふくみっっ•急速が 

つ大-最的K 進興し，そこでは (需喪め急激没拡大がなぃかぎり)， 餃帒による新生處方法の掠用の強制， 

採用できぬ寧本の破減•没落の她衡V急速かっ強力に作用するが，かかる場合^!は，新生鹿方法導 

入のS僅なる進展9 もとで, 市場师格低落が過度にすすみ, 新生產方法を導入した資本のp 間率も 

一般的な市場利丨間率より下廻ってしまうことも少なぐない0 ここでは，このような市場础格の過度 

なる低落により丨,日式設備の完全廃棄. 一部資本の一層め没落が莢現され, そのことによっヤ，市場 

肺格の上界，市場利潤率め上辟がも >ごらされる泌，かふる旧式f e備め党全廃豳め择にもm 場利潤率 

が一般的水準に回復しなV、場合もあろう。

反対に，新坐産方法による生•産諸条件の尚上が少がく • 獲得される「特別剰余価値 . 利潤」の少
■ .. , ； - ： ■ / ■. ；. ,■ .. . , ‘ ’.： 1，、卜' ' ; .;
ないところでは，新也產方法の導入を帶う競争も•その普及を弹制する競肀の作用も相対的に浞い 

といえるが，ここでは，旧式設備の資本が新生産■ の 普 及 •市 場 隱 灣 の も と で も 執 轉 残 存  

していくので，新生産方法を導入した資本の利潤率も一般的な市場利潤率以下に下って•停滞をっ 

づけることもあろう6 :

(ホ） なお以上におI 、ては問題を純粋に把えるため，新生産方法が最初に率先的に導入されてから.
. . ■  . ■. .. - ■ ■ . ；：；. .；.へ . : ■ ' ；パ '  ! . ；: バ. . ：.：■；：'■■

一般的に普及されるまで，技術的にも • 価値的にも全く同じものであると仮定してきたが,樊際上 

は，m A * 利用される過程で部分的に改皮される場合，あるいはその固定設備生産部iniにおける生. 

席力向上により新しい固定設備がョリ低廉に供給される場合も少なくない。このことは, そのかぎ- 

りで後に採用する ものを有利にすることによって，彼らの新生産方法の揉用を促進し，券該被門の， 

競ど介戦を一層複雖• 激烈なものとするであ6 う。しんがって，こごでは，市場をとえて投資がすす 

んでいく傾向も，その過程で一部資本が資本価値め破壊や没落• 滅亡を余儀なくされる礅向も一層：

強くあらわれるセあろう。 ，
- - . ' : : '' - . : ' ... : ' ■ '  ::

( 5 ) 以上において，諸資本間M予のもとで, 固定资本をふくむ更新投資，新役資が新笙產方法の1 

沿;入と密接に結合して卿i していくゆえんが明らかであろう。

新生産方法は一般に資本銳模の拡大をともなうのであるから，「特別剰余甸丨•値 . 刺丨間」:蹲得= |厂「 

生鹿方法導入に対する資本の渴绍は，各资本家をして，資本规模拡大のための「無樹迤金」め磁立：

注㈣ すルダスは, 圃定設辦パそめ虫座部丨"丨に知ける生鹿力Kijiaこよっで，ョリ安く揭供されるようになる辦令の嵌 
鞞に汴Hi U 「；れこそは，何故に大?if槊施設がしばしば般初の所# 為の破迩後に二游丨!1の所布名-の手で初めて 

繁泶するかという理丨丨丨の-*つ」である(Das Kapital, III, S. 1 3 6 .訳，III, 185H )とさえいう。问様め拊摘け- 
III,& 1 2 6 ,訳, I1V173貨, 政ィ的〜5 : 齓 t  657貞.にもあるン :
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投資行動にかんするマルクx p ii.i；

てに辟心せしめるし，また新生虛方法の普及のもとで競爭によって新生產方法の導入が独偏される 

過程は，尚該部H 内の士ベての資本に対して• 資本規模の城大を強制する過程として現われるので 

.ある。 しかもかかる過程でば，旧式設備の残存価値の庞难による損失をうめあわすために，，「諧衍 

雄金j の一部が転用されねばならない。他方r 貸付資本に対す名需要も増大する。

V れゆえ, . 新生產方法による生産，请条件丨nj上の齒度が大であ..り，.，急速に:新生産方法め普及がすす 

.めばすすむほと， I . n 部門いずれにあっても， 固定資本の史新投資（販売なき購贸= 投資）が短期 

■ こ集中し，更新総額が固定資本の価値的塡補（購 如 き 赚 = 妝常) を上妒Iる，ことになろうし， 菩 

liM i分にもっても’ 「畜積规金j 横立て（購貝なき販売= 丨け-雜）もすすめられるとはいえ， 貸付资本 

をもふくめてそれを上_ る新投資（販売なき-購買= 投資）一一ただし固定备本更新に合体されるもの 

もふくむ一が突瑰ざれていく傾向が強ぃといえよう。かかる事態がいかなる問題をはらんでい 

るかは，丨| _ で肌らかにしたところである。 （なお，このことはン新麵方法:の細的普及が行なわれる 

' と，それによる也途カ法の改良• 変本の程度が大であるほど，その後しばらくは,新生產方法め濞入の炎现が 

衰迫する原‘因め一つでもるJ  ' ； ，

また以上び) 名•察によって，投資拡大•生產钵大が最大限利潤の诲求• 諸弯本間競爭の压力のもと 

で . 現存の丨1丨場の粋をのりこえてすすんでいくこと’， 生産の市場への適応は，瑰存資本の価値破壊 

• 一部资本の破滅を通じてはじめて1囊瑰されていくことが明らかであろう。とのような新生産方法 

導入と結合しナこ投'资の運動のなかには，投資を部に市場の拡大に受_ 的に適疋;するも6 としで把え 

ることの誤りがきわめて明瞭にしめされそいる’といえよう。 .

' . . . . . '  ' . し. . ：' . : .
. 第 2 項生產方法不変のもとズ 0 投資行動

' • ■ ： ■ ■

( 1 ) 以上でみたように，固库資本をふくむ更新役資• 新投資は, 新生産方法導入による「特別剩

余 岬 値 利 詢 J ;取得という誘因によって刺激され . 加速化されるとともに，ぞの於及過辟における

ラの〗I::力によって弥制されていくのであるから，挟術の雜明•開発の欠如から新生鹿方法の導•入>

がー切不可能なと.ころでは,固定资木をふくむ吏射埤資 • 新投資は以上め.ような刺激や強制を失い，

そのかぎりで鈍化することは明もかでもる。（史新賴について味，新生産力法得入の欲求と姑びついた〒

期见•薪 , 竑争によっ；;c 弥制される新生途方法揮用ニ平朋更新はな  <  んり, 物理的_ •久他の服庇まで:利 用 さ れ つ ■ 

くすからである。） .
\  , , -- . . . ■；ベ / :... r. ' . , …' : V :

* . "

⑵ も ち ろ ん ，也旅方法め途本めないところでも, :需要の诚夭攸_ • 市場利潤本の上界倾内のも 

とでは，できるだけ早ぐ投資を•行なおうとする競ホが展聞し, 投資 • 生鹿が市場の拡大をこえて+  . 

すんでいく：姐向があらわれる。 ‘ . '

かかる状態におV、ては，池に先んじて新投资を行なうととによって，市場の拡大部分を础灾に肉 

らの供給物でうめ• 利_ 率Q 下らない問に_ 利淌率を享受しようとする競中が展則する。现布闹定 

. — 2 1 _ >  ~ ~ ~
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拉資行動にかんするマルクス琎論

設備のもとで生産がぎりぎりまで '拡大されるとともに , 固定資本をふぐむ新投資が,既存の諸資本 

(信用を媒介しての他部門からの资本流入をふぐむ）や新参久企燊によっ卞先を帒って実現されていく  •  

かかる新投資は，市場拡大によって誘発されるものであるが,こめ拡大は諸資本間の娆爭を通じて 

すすめられる以上，かかる過程で斩投資•生産拡大が市場拡大に適応して行なわれる保証は全ぐな 

いのであって， ここには新投資 . 也産拡大が市場の増大をこえてすすんで t 、ぐ傾向が弥く支配する 

といえる。

置塭信雄氏は，「资本家問の競争が蒂秸を強制する」の は 「新技術の導入とぃうことを別にしてもj

‘ ありうるとして，「ある部門で一 部̂の資本家が也鹿能力の贵的拡大を行なったとき，他の資本家たち

， もこれに追随しなければならない理山がある。それは，市場の占准•率を，これらに先んじて生產能力

を拡大した資本家に奪われることを防止し，自己の占有率を維持し，さらにば拡大しようとする行動

を強制されることである。丄とされる。そして〃売手市場的，すなわち充见されない需要があるような

状態においては，生産能力をたんに増大するだけで，市場占有率を塯すことができる」ので,そのよ

うな状態でかかる「競争庄力」.による「菩積需要の促進j がずすむとされる6 (以上傍点井村)
• . 他 41)

しかしながら，需惡の拡大傾i向のもとで，資本が先を争って新投资をするのは，できるだけ早く新

役资をすることによって, . 市場の拡大分を確灾に自己の供給物でうめ.知潤率の高い問にそれを享受

しようとするためであって，ある資本の生產能力の拡大に「迫随しなければならなレ理山j がある;b  _

けで、はなぃし，抱己の市場占有率の維持. *拡大という行動が「強制』されているわけではない。

したがって，ここでの競争は, 第 1 項でみた新生産.方法の普及過程で，市場価格低藩を通じて，新

生産方法の導入か没落かを迫っていく競争の淨制とは，内容を馬にするものといわねばならない。

'市場占相率の維持• 拡大ということが, それ自体として問題となるのは，独占的市圾碑造のもとで

の . 冬れ固有の特質とみなすべきものであろう。 •
' . . . . . . . .

⑶ ま た , 生産方法が従来通りであ :り，需要の拡大がなかったとしても，従来の固定設備が,その生

産部門における生産力の向上によってョリ低廉に供給されるようになった場合，これは固定資本新
.... ' . ； . .

投資を促す一因となる。かがる場合には，固定設備はその再生産に，ョリ少擻の労働しか必要とせずr 

その肺値がt e下するのであるが，この関係は現実の競平上ではつぎのような過锃をとって現われる* 

固矩設備の低廉化は商接それを利用した生産物め偭格を引下げるわけではなぃ。従来よりも低廉 

な側格で固矩設備を購入した資本家も，その也産物が従来通りめ_丨格で販売できる以上 t その細格 

で販売することは!Jijらかである。（競争市場では，固宛設備一-的位塯加による伽格低下はさしあたり無祝で' 

きる位墘少であろう。）この固宠設础が素材的には当該部門の平均的. 標準的なそれ*と等し1、とすれば， 

低廉な固矩設備で新投資をした資本は，生鹿過锃ごとに，固宠設派の価値的塡補部分における価格 

逆額を, 市場利潤率をこえる超過利潤として取得する。この超過利潤取得の可能性は新投資を促進/ 

する作用をもつ。

新投资にともなう生‘産物供給増大の結泶一それが丨纟j動的姑梁であれ，低廉な闽定設備の资本に 

X る次売りを通じてであれ—— 市坳価格の.低落がはじまる。 これは超過利潤を減少させてI 、くが，

注⑷) 19憤 .

22(444)
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他方かかる過程を通じて，旧来の筒価格の固定設備を.もつ資本に対して，. 固定，資.本 の 「道徳的磨 ... 

損」• 価値破壊が実現していくのである。 ス

なお，固定設備の低廉化は, 新投資のための最低必要資本量を減少させるという面からも，新役 

資を容易にし，かかる新投資を促進する。 .

それゆえ，かかる条件のもとでは，全体と.しての市場め拡張が存在しなくとも，過渡的超過利潤 

を取得しようという資本の欲求によって，固定設備.投資 • 生産拡大が促進されていくのであり，こ 

こにおいても，投資が自己の利潤率を最高にしようという資本の能動的行動-として.fj•.なわれ，役資ン 

生産が市場の枠をこえてすすんでいく傾向の支配することが明らかである。

' : , . . . . . —. . . . ■ . . .

( 4 ) しかしながら，生産方法の変革が一切存在せず,労働手段の低廉化もないところで， 市場利 

潤率が低水準までf 落すれば，そこでの投資活動は鈍化する。 . '  ’ ト '

か か 今事態が当該爺門のみで生じたとすれば， 新投資（予定〉部分は， 当該部門を去り， 最高の 

利_ 率か期待セきる部門へ投下されるであろう。利潤'率の低落が大幅かつ長期的であれば，固矩設 

備の吏新投資さえも回；辟され，資本は他部門へ移動することになろう。そしてかかる资木流出を通 

じて，当該部門の低利潤率が他部門のそれに均等化していくであろう。 '

しかしながら間題は，上のような事態が全部門にわたって生じた場合である。市場利澗4 くがどの 

水準にまで低下した時に，新投資が • さらには固定資本をふくむ更新投資十らが行なわれないよう 

になるかということは，厳密にはいえないことであるが，つ ぎ の よ うな諸要因のため，市場利潤率 

が低下すれば低下するほど，新投資 • さら'には固定資本をぶくむ更新投資を鈍化させる作川が锄く 

ことは明らかセある。 ， '

第一に, 低利潤率が続くこ とほ, 他の事情不変とすれば，「蓄積装金J 梢立てを鈍化し.そのか 

ぎりで新投資のテンポを鈍化する作用をはたす。

また貸f t 資本の利用の減退という面からも，新投資さらには固定資本页新投資の鈍化が生じるで 

あろう。利调率が交払レ、利子率を下廻るようになれば，. その下廻る程度に忠じて, 贷付資木を—▲部 

利用しての新投資は純化する。他方，労働手段体系を複数所有しており，それらに货付資木が一部 

用いられている場合も，利满率が利子率を下廼れば，「蓄積基:蠱」 稹穽でや/ 更新期に迮した|5丨足 

設 備 の 「償去_ 金」は貸付資本返済にあてられ，辦投資，更_投資は远期されるであろう。

利潤率が貸付け利子率すらを下廼るようになるとすれば(後にみるよぅにi 全般的に利刺率の低ぃと 

ころでは, 一般に，利乎率を低-ドさせる諸要因が働くので, 利半率はヨリ一: 層低くなる.のでは,あるが) , 祈投 

資により也產拟大をするよりも贷伢けにより利子を受取る方法が有利と.なるので，一時新投資をや 

め，，貨付资布とす令傾丨句があらわれる$ あろう。. この場合, : # 摘/竽紐体系を数取位所イi する饩木^: 

あっては，同様の理山で史:新期に速した闽矩設備の贺新投資をも^ 時中断し*货付けによる利イ収
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得を逡ぶこともあろう。

しかしながら, 利潤率が貸付け利子率より低いといっても，利潤が取得されるのであるから，新 

投 資 （あるぃは上のような更新投資)を行なぅて市場好転の日に備えることも可能であり，このいずれ- 

を選ぶかは資本の判断 （かなり 曖昧な要素をふくむ判断） によることともる。 それゆえ，利潤率が贷 

付け利子率以下となるということも， 新 投 資 （あるぃは一部の更新投資）のための資本を贷付资本と 

する傾向をうみだすということはできても， ぞれら投資を必ず中山するとぃぅことはいえなV、。

以上のように，新投資 • さらには固定設備をふくむ更新投資の実現を不可能とずる利潤率水i偉を 

明確に;することはでぎなぃが，利潤率が上述したよ.うな水準まで低下すれば,その実現を鈍化させ 

る諸要因が作用するととは確認できよう。

なお，投資の純化それ自体ではないが, 利潤率が低下したもとでは，資本家は本格的な固定設備 

新检資を回避して, 既存の固定設備め基礎上で0 部分的拡張をはかる々S — 龠用価格の増大にな 

る時でさえ正常的利用度以上での固定設備利用によって生産拡大を行なおうとすを傾向.も強まる。 

これは将来の固定t e備の低廉イ匕ゃ新生產方法の開発による損失をさけるという商でも効又力ある6 

行己の所有ずる労働# 段舉位数め多ぃ資本では, かかる形態で生産拡大•利潤増大奪文現する余地 

が大きいので，产かる形態を選ぶ可能性も大きい。そこでは，固矩識備をふくむ更新さえが一時回 

避されて，かかる形での生座拡大が行なわれることもあろう。これらは，投• め形態i 逢化みもい 

うべきものであるが，かかる過程で，貨付資本利用凌の低下が行なわれたり，一部の資本の残部が 

货付けられることによって投資鈍化の生じることもあろう。

マルクスは，生産方法不変 . 資本の有機的構成不変のもとで蒂積が進行すると，/ 労働仙j格の騰设 

9 結果として蓄積が衰え冬，というわけは, 利得の刺激が鈍くな令からweil der Stachel des Gewinns 

abstum pftでぁれというが，これは上述せる条件下の状態にあたると考えてよかろう。これはマ 

ルクス、が，蓄積が「刺激j ( = 利潤率) の低下によって鈍化することを指摘する丨啦一の場合であ^ 。

• -この見解については，これを根拠として，マルクスが投資の増減は利澗率に体例するどいうー般的 

' 览解をもっていたどみるものも^ ^ , こW は，也產方法不玫.有機的構放木迦公ぃう燊知下で蒂積 

が活潑ぢすすむ場合には，労货騰贺による利潤率低落 . それによる•落横め純化という如過み生じると ; 

いうらとを指摘しているにすぎないのである。 V .： , ,

虫産方g の改皮* 変革の可能なととろで坐じる祺態につぃては第1 項でみたところであるし，逢た 

と < 〖こ# 貨騰貴にともなう利测率低落• 蒂秸鈍化にっぃては，この過ねでこ; 止するために，右 

機的構成を高鹿化するような生産方法の導:入が強ぐ i とめら；f d : ことが法i きi t ね^ ならなぃ。

す… … 機械は，つねに货労機老をァ過剰j ならしめようとする磁勢な競争者とじて作用す^だけでば 

なV N それ丨5•資本により，货労働者に敵対的な力能として, ， 高く宣言され. また.意因的に取扱わ
t  . . . . . .

•-—~  ------------ ~ …一ニ“-、 ；：, い ::ぃ：：...ノ. い

注(42) Das Kepita丨• I, S. 6 5 1 .訳， I，嫩頁。

(ィ3 ) たとえばM; ブロー グは, どこにはゾ检資は玫拧利潤一の関麩だとぃうこと# 备叙めv h 、各j 
Blaug, op. cit., p.280. M, l\h 354K .) い し i 、 ，
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れる。それは，資本の埤制支配に対する周期的な労磡老の叛逆—— ストy イキなど*— を打倒するた：

めの，最も冇力な武器となる。j. ' . — — . — < 似4) . . •. . .

( 5 ) 以上のように，新生産方法の導入が一切不可能であり，労働手段の低廉^^も坐じないという 

条件下であれば，全般的に市場利潤率が非# に低下したどころでは，投資を鈍化する作用が働くこ 

どとなるい ■

しがしながらこれにづいて注意しなければならないのは，がかる投資の鈍化は, あぐ’までも上の 

ような条件めもとでの事態であ名ということ, さらビまた，かかる事態それ自体のながに，かかる 

事態を打破して , 投資活動をネび起していく起動力があるということである。 '

全般的に低い利潤率が支配するところでは，ごの低い利_ 率を超える超過利潤に対ずる欲站は倍 

加され , 生産方法め改良• 変革が強ぐ要求されてV、くとと:もに，次節でみるょうな新しい生鹿部門 

• へ 6 開祐投資が追求されていくの.であも。そこでは，「新たな生產方法 • 新たな投資、新たな留険. 

における熱狂的試みに1よる思惑, および一般的な思惑愛好」（前出）が刺激.促進されるのであっ 

て，このような低利丨调率めもとでは，相対的に^^良度の少な（、坐産方法の導入，確実性の相対的に 

少ない新坐產部門の開拓投資も, ヨリ高い超過利潤獲得となるので, 突現されていぐごととなる。

第 3 項固定資本投下の基礎上で•の流動資本の更新投資
. . . . ぃ . ： .. . , . : _ レ . . . . •  ； ' V . . . . . .

⑴本項でとりあげる問題は , 第 1 • 2項でみてきた投資の問題とは根本的に異なり，すでに役’ 

下されでしまっている固宠寶本の驻礎土で,:坐産過程め反復される度ごとにくり返される流動資木 

の更新投資の問題であるV •したがってこの更新投資の動向は, 投下固定資本め存在という事灾によ 

っで根底がら規定されるゲ ■

•長期間にわたらて機能する労働手段では，投下された固定資本の伽値がナベて貨齡形態をとって 

還流ずるには何H1もめ'生產過程の反復が必要で本るンそれゆえ，勞働手段にひとたび資本が役下さ 

K たならば， t ことえ当該部門め市況が悪化したとしても，残存資本価値の廃衆による損失を觉悟し 

ない以上, 池部門べの資本移動はセきない。，

他力:，生產方法を—定とすれば,資本の回転率を平均以下に低めれば低めるだけ利潤率は低下す 

る。 しかも固定設備は一般に使用しない場合にも「物理的磨損J をうけるほか,新坐產方法の出现 

や固定設備の価値低落による「道徳的磨損J の危険もあるため,資本はできるだけ早く固宠資木の 

価値的填補を行なおうという翦求をもらでいる。 ' :  !

さらに，流動資本め吏新投資め行動についズ注意すべきことは,ある時点をとってみると，つね 

に資本家め嬈争カニ尘產諸条件や資本力纪大なり• 小なりめ遨があるととでi るV 心がもここで対

>ffe(44) Das Kapital, I, S. 4 5 8 . 訳，I, 703頁, > ,

投资行動にかんするマルクス理fi命
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投齊行動にかんするマルクス理論

象としている競争市場では，各自の流動資本の更新規模め変更= 生産量の変化が全体の坐産觉. し 

たがってその市場価格におよぼす影響はきわめて微少であるし，諸資本が協同的行為を行なうこと 

も不可能であるという事情が根底に横たわっている。

" 1 ' • ； r .
' .. . - . レ ；.-■ - ...,' ノ .バ:\ . -■-.■■ ...

⑵以上のような ® 本的傘件に規定されて，競争市場では，販売条件の惡化により非常に低い市 

場利潤率が交配しても, 個別資本は自らすすんで流動資本觅新部分の規換縮小= 固定設備の稼動率 

の低下を断行しようとすることはない。 ，

そ;^ばかりか，平均以上の優れた生産諸牵件をもつ資本は，かえって固定設備の利用度を正常度 

以上に高め，生産をぎりぎりまでに拡大させ, それら生産物を苦干の安売りによって確実に販売し， 

低い利潤率を生産物量の増大で補い• 利潤量の確保に努めるであろう。，また生產諸•条件の差を•応 

捨象しても，ー皞に資本量の腿大な資本にあっては，低利潤率のもとでも，.一^定の利潤量が確保さ 

れるので，低利聘率に対する対杭力をもっており，若干の安売りで大贵の生産物の販路をまもh つ 

つ，利丨間m の確保をもとめるであろう。そこでは; 競争上め「強者」は， 「_ 人のことな*どは一一 

迫分の為すことは自分だけでなぐ仲間全体に影響するにも拘らず~ うなろうとお構いな•しであ 

る」（前出) し，さらにまた，かか る 「強者」は r小資本家たちを駆逐するた.めに自分の利潤率を故 

意に引下げる」こと4 行なう。
(9:45)

他方こうしたもとで，平均的 • 標準的生産諸条件以下の資本にあっては,個別利潤率の低下はョ 

リー廇厳しいが，個別利潤率がいかに低ぐなっても，利潤の取得が期待される以上生産を縮小す 

ることは決してない。たとえ市場細格の予想が費用価格（贷付資本を一部利用する時は， 费用価格+ 1  

ヶ当り利子赀用) と同水準となり，利潤がゼロと予想されたとしでも，固定資本価値が回収される 

のであるから生産が継続される。さらにまた，費用価格以下と予想されても，投下流動資本額を四 

収したうえで，固定資本価値の回収が部分的に行なわれるという予想であれば,その部分的固収の 

ために生産:の継続が選ばれるであろう。とぐに, 費用価格全体にしめる闽定資本部分の比茁が高ぐ， 

一矩の流勋資木の吏新投下によって行なわれる固定資本の伽値的興補（= 固宠鳄木価値の四収）の額 

か大である場合，. あるいは固定設備の遊休化による「物理的磨损j や,' 周定設備の.「道飽的磨損ハ 

の危険の大きい.場合等では，上のような事態でも,，流動資本の更新投下を維続し，固定資本她値を 

部分的にせよ回収しようとする欲求は強い。 .

: . . . . . . '  • .し' . .  . . . . . . ■  ノ ..  ̂ .；;•； ， .... •

⑶このように，利丨間箏がゼロ •マイナスとなった劣等資本においでも> .流動資本觅新役.下を継

綺しなければならない徘情が支配しているため，需袈縮小♦市場利渦率低下のもとでも，金体とし

ての生旅: . 供給は決して容易に縮小V ないのであるが , 市態がョ Iハ惡化すれば, 最劣等の資本よ 'り，

_  -    ‘ , .

注(45) Daa Kapital,ni,  S, 2 5 3 .制，III, 329K。 パ ‘ パ： に : ハ ト
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* 投資行動にかん.す .るマルクス理論 . . . .

流動資本更新投下が不可能.となる布態においごまれてい:ぐ。

(イ） 生虛諸条件の最劣等なものから，販売総額に'ょっ:て投下流動資本を回収する:こどすらが不可 

能と予想される事態におちいるが，そこでは生産すれば積極的に損失を増大するごととなるので， 

もはやこの資本は生産を断念せざるをえなI 、。労働苹段体系を複数所有しておりそめ'二部のみが劣 

等な生產諸条件である場合も，その劣等なものにかぎり流動資本吏新投資が中止されるであろう。 

(かかる場合にかぎっては，これょり早い時期に流動資本投下を中止し，それを貸付けに_ すか，優良な設備に 

おいて利用されている货付資本の返済にあてることが選ばれ，かかる形態で生産の縮小が行なわれる’であろ5 ;)

生産停止が自己の所有する労働手段体系全伴におよび♦総資本の機能停止を余儀なくされた饩木 

家' ( なかでも小資本家) にあっては，かかる状P ガ丨つづけば, 破滅 • 滅亡が不可避的である。.

(ロ) 市場の縮小が急激にすすんだ場合, . 「強者」 達にょる大幅の価.格切下げが断行された場合で 

は，劣弱な資本が流動資本投下• 生産を実行してしまっ、た後に•，予想をこえた販売価格の低落，一 

部の販売不能にょり，投下流動資本伽値の回収不能におちいり，この結染として，流動資本更新の 

中止が余儀なくされることが少なくなV、0 流_ 資本価値9 喪失が大きん、場合，あるL、はかかる状態 

が維続する場合，一部資本の破滅 • 没落が不可避である。

(ハ〉 もっとも，以上のいずれにあっても，ある資本は生産の中止が社会的信用（顧客，資本動員の 

うえでの信用）の失墜になることをお冬れて，福失' 増大を覚悟のうえで，損失を「準備金』•「蓄稹 

恶金」にょってうめあわせ'Oつ, 流動資本の投下を，一たいていは縮小した規镌で一一網続するこ 

ともあろう。：ただし，相対的な小資本，あるいは流動資本価値喪失の大なる資本にあってぽ，かか 

る行励をとる余地は少なぃ。 •

. ㈡ 以上のょうに, 流動資本の更新投資の中止を舞俄なくされる過程は複雑ではあるが，ともあ 

れ，生産諸条件の'最劣等な資本 • なかでも相対.的な小奪本ょり，流動資本更新投資の中止•さらに 

は破滅が余儀なくされていぐのであり，かかる結果を通じてのみし全体としての拱資*生産の縮小 

が行なわれていくのである。
ン : : . . . ノ • .  . .  .

' 、 ; '...ン . . . '  ' . ....- . ■ ，'へ' ■ . . …  - -
( 4 ) 以上のベたところょり，かかる流動資本のみの更新投資にあっても，各輝別資本家にょる役 

資行動が全体としての市場の変化に受動的に適応するべく行なわれるものではないこと，全体とし 

ての投資 . 生産の市場への適合は，激しい競# 戦のもとで余儀なくされた一部劣弱資本の生^!中 

止 . 資本伽値破壊 • 破滅を通じてのみ：行なわれざものであることが鲥らかであろう。

1 ' • .. ... .. .. 厂 ' . . し .

• 第 2 節 新 生 産 部 f"〗への開拓投資  ；
- ■ . . . •, ' ■ .

前節では既弃の坐產部叫に限って投資行動を考察したが，本節では最大利澗をもとめる资木が新
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生座部門の開拓のための投資（ここでは投資はすべて新参入によ恙投資である）を行な, う問題を考察するe 

新生鹿部n の開拓投資の問題は，国内市場の拡天，産業循環等の問題を考えるうえにきわめて蜇 

逝であるが，従来マルクス経済学の分野ではこれにがんする理論的研究はほとんど行なわれてこな 

かったし，産業循環 • 恐慌論研究でも, この問題は全く位置づけられてこながったといy ても過言

ではない。
(注4 6 ) -

マルクス自身は，『資本論』でこれについてとぐにまとまった分析を行なっているわけでばない 

.が， しかし生産力の発展• 資本蓄積の発展にともなう新生産部門の形成に注{11し, 機械制:！:業の発 

城による ,「原料 . 半製品 ‘ 勞磁I用具などの分量の増加」K . t もなうこれらの加工過程の「分化」 • 

「社会的坐産部門の多様性」の増大，資本象階級の消費墙大• 「奢侈慾」増大と姑びついた新しい「窘 

.，侈品生虚j ■の形成，_「世界市塲的速関J X りもたらされる新生産手段丨こよる:新生1產物の生產，あるい， 

'は新しい各種の運輸業の形成等，多様な指摘を行なっヤいるし, これらの「新たに発展した社会的 

欲頌などによる新市場• 薪投資領域 . の開発というような致富衝愈/め特殊的刺激besondrer , Sporn 

des Bereicherun含striebg」が蓄積を飛_ 的に拡大することも明確にしている。

r経済学批判惡摘』では，マルクスは生產力の発展傾向にともなう新部丨の如柘•発展にっいて興味 

深い叙述をこころみている。

「•••“ •相対的剰余_ 値の生產, すなわち生産力の増大と.発展のうえにうちたてなれた剰余価値の生産 

は，新しい消赀の生産を必咢とする。すなわち，さきに也産の圈域が拡大されたのと同じように，流 

通の内部で消費の圏域が拡大されるこどを必要とする。第一に，通在の消費の馑的な拡大a 第二に*现 

存する欲望をさらに大きな範囲に普及させることによ'る, 新しい欲望の創‘ 。第三に, 新しい欲錤の 

(k產と，新しい使用価値の発見と創造。これは，別のことばで言冬ば，. 新たに獲得された剰余労働は， 

たんに量的な剰余のままであるのでなく，同時に労働の（したがって剰余•労働の）質的な区別の範囲を 

たえず増加し，より多量なものとし, それ自身ますます分化するということ•である。たとえば，生産 

力が 2 倍にな名ことによって，以前 1 0 0の鸾本でよかったところで，もはや50の資本だけを便用しさ 

えすればよく，その結果50め資本とそれに対禅する必瘐勞働が解放される。そうするとこめ解放:s れた 

資本と労働にたいして新しい質的に興なった生産部H ，，新しい欲望を充たし生みだす生產部門がっく 

りだされるにちがいない。旧い産業の価値は/資本と労働の関係が赴しい形で也みだされる新しい産 

栗のための元本（fu n d )がつくりだされること〔によって〕維持される。したがっていろいろの物の新 

. しい有用な特質を発見するために全丨【丨然を探沲すること, h らゆ名他所め風土と国々の生産物を全般 

的に交換すること, 自然対象を（人工的に〉加工し，それによって，それらに新しい使用価値をあた

注( 4 6 ) 久留丨丨丨】鲛造編.rManc-]Lexik<)n zur Politischen Okonomie—1, Konkurrenz (原典対訳，マルクス経济学レキ，ン 

コン一1 .» M 0 j は，マルクスの兢爭にかんする主如な分析を，内容別分類のもと匕夫iik集鉍した炎1Rな労作で 

あるが，しかしながらそこにおいても，新生產部門の_ 祐をめぐる競个については，分籾：QfUlもないし，それに 

かんするマルクスの言及は掲軟されてはいない。 .

本稿および北原m  r前掲論文j  (第 v 寧 2 節“ 箄名章3 節) , は, かかゲ從来の欠陥を反省し, 新虫途部n ©  
卯妬の問翅を资本主雜発屈のなかで位做づけようという共通の問題意識をもっている/

(47) Daa Kapital,1 , SS. 468〜9 . 訳，1,716〜7頁4
(48) a.tt. Oo I, S. 644, J i ,  I, 953H. ： : '
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. . : . えると.と。' . “ ‘“J 等. ' .
OH49) ,

.、 ここでは，n 日ぃ逾業」.における生產力の発展と.め関連におぃて新しぃ生產部門の創出が把え'られ，

贵ffiな指摘がみられる。 しかしながら，ぃかにして，r新しぃ欲望を.充たし生みだす生鹿部丨"jがっく

りだされるにちがいないJ のかについては，論じられていない。

本節では，この問題を，薪也產邰鬥6 開拓投資行勅の考察とぃう视禹^ らとりあげる。

• ' . . . . : . '  ' . へ . . 、 .へ . . 、 /. . ■ :

⑴ 摘 別 資 本 を し て ，新生i 部門の開祐投麵にむか；b しめるものほ，既存の生産諸部門へ投下す.

るよダも^ 亭公利澗率が契現できる:と“ う令想^ る。既着み生途諸部内におぃて新生淹方法の ' ' 

率先的導入を促すものも, すセに綰1 節笫 1 埙でみたように，既# 6 諸部門における一般的な市場

利潤率をこえる . 3 リ高い利翻傘のS 得であったから，この為では，両薯O 促i 要因は共通してぃ

、.る.と.いえる0:: . ' : . へ .:： .，........■.へ......：.へ ； . ' .

しかしながら，新生産方法の率先的導入によって獲得されるものが「特別剰余価値匕もとづく特：

別利滴j であったのに反し，新しぃ生產部p iの開拓投資によって得られるョリ高ぃ利潤は，それと：

は本質を全く異に•十るところめ.，いんは• 「上時的な独占的齒遍利_ j ともぃうべきものである。 ■ 

新生產部Mを開拓しぐはじちて新生産物％坐崖し/こ資本jあ唯一の生產者であるから，そ の 尘 虚 こ '■ 

物に対する潜在的需金の状態i 考i i f c v vれ1：価格を論定十るとととなるめ；、あり， その価格設定の‘ ’

もとセの販売によ,って一般的な彔場刹滴泰卷趣；# 利_ がもたも爸れ名镇合，そ.こに成立するの：

が，この「一時的な独占的超遍_ 間」ャぎる。:超 過 利 販 亮 稔 額 ニ  (費用総# 丨• + 投下総資未量x — - 

般的な市塲利潤率 V であ各。マ逢. V , そ； 生4 叙を開祐じだ資本家が雄」や供給者としX ，価

格を, 競争め支配下1e 浇忐子、る で あ ろ う 伽 ^ 価 格 + 投下総資本量 的 が 市 場 利 制窜) ■ ^り
.. 産物 jiii， ノ .

以上に設定するととによって成立するもめセあるぶら，「独 占 的 涵 過 利 こ軔似ずる内容である。

しかしここでぽ, この開拓者がとb 独占的地位をまも冬_ _ 在せず, 追 随 者 が 投 資 を 行 な え ぱ ， |  

消矢してぃぐとぃう意味で，「一時的」 にすぎず, 独占的市場_ 造めもとでの「独占利潤」と は 敞 |  

に区別ザべき内容なのそある^  屮 ： ' |

以上で幽らかなように，新生產部闵め開挺によ各会過利丨問の取f辱は,このような伽格設定を可能 .

にする，需要を前i i にしてはじめそ对能となる。もし新虫産物};こ対して需要が少谓あれば，超過利4.‘

涸はおろか，一般的な市場利^ !率すら敢将で！•なぃとととなる。このように，新生產物開拓によ 

る超過利潤の取得は，需要の状態によって根底から規矩されるめであり， しかもその需要ははじめメ 

て市場にだされる生産物に対するものだけに，超過利濶の取得にば不確定要素が大きぃ。（既存如丨％

における新止跑方法谫入におぃてぱ，当該生鹿物^!対して需袈が存ボI ており，従来の生途方法でも一般的な;flh

/主卿. K. Marx, Grundrisso dor Kritik der Politischen Okonomie ’(Rdhentwurf).1站7〜1858, SS..312〜3. 高木办. 

ニ郎監訳概済学批判贺綱す11,336〜7良 .
( 5 0 )北 蜓 切 「前拗論文」.馆 1 章2節の⑴。
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惘苹が取得ざれるのであるから，新坐途方& による「_ 価格十逛^ 1̂ 資 主 市” 空」 が市場価 

格水準より低い以上，■突然急激な需喪縮小でもないかぎり , 確実に「特別剰余偭値 • 利渦」が取得される J

. ' '；, , ；V ； . . . .  '  ■ .'.. V - . . . . . パ.… . '  \ . . ，し . . . … . . . .  . … .

( 2 ) この新坐產部門の開拓による超過利潤の取得は, 自由競争の支配するところでは一時的•過 

渡的なものにすぎない。ある個別資本が新生產部門の開拓により一般的市場利潤率をこえる超過利 

潤を取得していることが明らかとなれば，他の諸資本はこれに追随してこの部門へ資本を投資する《

かかる参入資本の増大による供給増加により価格の低下• 利潤率の低下が生じ，早がれ、遅かれ利
: . . .  ' ： ■ : ぃ、 へ..-.，1... ： .. ' ' f ' .

澗率は一般的な利泗率と均等化し，超過利潤は消失するにいたる。もちろん，これにいたる過程は 

つぎにみるよ:うに種々様々であり，往々にして超過利? をもとめる追随的参入資本が相つぎ，利潤 

率が一般的な利潤率以下に下ってしまい，その後にいたって資本参入が中止されるということも少 

なくないであろう。 〉

■ ■ ; へ, ’ . ' . パ ： ： / ' - 、, : . , . • .- , . • .- ■ ： . * ■ •- ' . ,

( 3 ) . 以上のベたところからも明らかなように，超過利潤のための新生库部門の開拓投資は/  (イ漸 

生度物の需要創出の確実性が高ければ高いほど, （ロ)既存の諸部門での競争が激レければ激しI 、ほど， 

捉進 • 強.化されるし，開拓投資に追随する探資'もかかる条件下では促進• 強供される。

(イ） 機蛾制大工業の発展を基礎として，需要がかなり華実と予想されうるものの場合一一a リ低 

廉 な • 大規模生産に適新しい原材料や動力 , ヨリ低廉に，:ヨリ早ぐ•遠方べの輸送を可能にす 

る芥種の運輸手段等一一 , あるいはす:e に存在せる「新たな衮侈慾j を充足するための奢侈品等, 

® の確実性の高い場合tこは，資本はできるだけ早く C H ら新生産物の生産にのりだし,..超過利潤 

を少しでも長く独占しよ.うと競免する。,新生産部門の開拓投資が実現され， 「超過利潤j の獲爭が 

明らかとなり，なおかつ需要拡大の見通しが確実であれは'  他の諸資本は先を争って参入し超過利 

潤を獲得しようという競爭が展開する， ' - 厂 …

「新たに発展した社会的慾望などによる新市場• 新投資領域•の開発というような致富衝動の特殊
. . .  . . •  ■ 

的刺激Q もとでは蓄積の規模は資本と収入とへの剰余価値または剩余生産物の分割の単なる変動に

よって突然に拡大されうるのであるから, 資本の蓄横慾が労働力または労働者総数の増加を凌駕し,

労働悉に対する需要がその供給冬凌駕し， したがって労賃が騰貴する， ということが有りうる。j

とまでいわれだのはかかる場合にあたる。

注(51) Das Kapital, I, S. 6 4 4 .訳, I,953H9 ま/こ,座梁予備取の反撥 . 吸引の考察においては, 「慈软の進行につ 

れて氾濫して迫加資本に転化されうる社会的常の大世が, 市場を突然に砝大した旧来の生産部門に， または， 

旧来の出産部丨"jの発肢によって必驳となった鉄道などというような新たに開発された部門に， 狂気のように殺 

到す令。すべてかかる掲合にル大最の人間が突然に，しかも他<0諸部l»jにおける坐座规模を破壊することな 

しに，決矩的な点に投げ孕えられうるのでなければならぬ。過刺人口がそれを提供す.る，j (a. a. 0., I, S. 666. 
訳，1,981真）ともいう• ノ

—  3 0 (4 5 2 )  -—~ - .
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ここでは超過利澗の消失は, 需驳拡大と参入壻加の関係に余徉して、、るとはいえ，先を争って参 

入しようとする競箏がすすむだけに，年晚，‘利潤率が一般的な利潤率以下にまで低下してしまう可 

'能 他 が 強 い と い わ ね ば な ら な い よ ；. ‘

的他方，既存の生産諸部門において，低い利潤率•激しい競爭が文配しているならば，そこで 

の低い利澗率を基部として，新虫席部門の開拓による超過利潤が考えられるのであるから，新生座: 

部門への開拓投資は促進•強化される。かなりの期間にわたって涂般的に市場利潤率が低水準とな 

れぱなるだけ，既存の生産諸部門で新生;屯为法による「特別剰余価値.利潤」の獲得の余地が少な 

ければ少ないほど，资本は新投:资部分•さらには固宛設備の更新朋に违した場合には更新資本部分 

をもって，新生産部門への投資にのりだそうとするのであり，そこでは,相対的に高利潤が得られ 

た場合には，需要に対する不確矩忡により開拓されなかったような新部門の開拓も実現されていく 

こととなる。 ,

がかる条件下では，開拓が成功し, 超過利潤の取得が叨らかになれば，需要！;ム大の見通しが必ず 

しも確^i.ではなくとも，追随的参入が促進されるであろう。マルクスが，利潤率が低落しても落稍 

の促進される一つの观山として「生産部門が多様化する」ことをあげ，利潤率が低落すれば「一般 

的平均利潤から独立し，これを超える何> かの特別利潤を確保するための，新たな生成方法 • 新た 

な投資 • 新たな冒険 • における熱狂的試みによる思惑, および一般的な思惑愛好が生ずる」 （前出） 

とび) ベたこともかかる関速で珊解できよう。

このほか，全体としての布場の諸条佚はともかぐとして, 新生產方法をめぐる競免のもとで，生 

産の最低必要資本量の増大により，あるいは現存資本伽値の破壊により，既存め生産部門では「特 

別剰余価値•利潤j」の职得はもちろんのこと,資本として生存することもできない相対的に小规校 

の資本がうみだされていぐが，かかる.寧本は，小資本で開拓が可能であれば，新部n の利潤率が一  

般的な利濶率と同等であっても，あるいはそれ以下であマても, . _ 門の卵拓にのりだしていく。 

これら資本にあっては開拓をも与め.る競争は激しい。』、規摔かつ不安定な需要しか予想されないと 

ころでも— -流行品•奢佟品, に少なくない—— 新部門の開拓が多様な形ですナめられてぃぐのは 

.かかる事情}cよるものである。 .

.このような小涔本にょっX 開拓されfこ部p jでは, 一M的な市場利潤率以上の超過利潤が取得され 

ればもち6 んのこと，超過利卿が取得.されなぐとも，需辦拡大の見通しが相対的に暗ぐとも，既存 

部門では生存不可能の小資本が殺到することになるので，利潤率の低落は急速であり， しかもここ 

での市場利潤率は—般的な市場利潤率以下の水難で低逨することになクてしまう,であろう。

い) 4 ニつ袖ぞすれば，新生產部門め最低必要資本福v 既存諸部n にぐらべて應大であればあ 

るだけ，参入は后额な資本を即刻投下しうるものり限宠されるし，ここでは生產規槔が巨大である

注<52) Das Kapital, ffl, S . 2 9 5 ,訳, m, 383貢。
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から，その臾行に慎近さが加わり， _ 柘投資においてはもちろん，追随的参入にあっても，かかる 

大贵需要の釗出が非 7'れこ確突と考えられる場合にはじめて投資が劣現される。 したがって肫拓者が 

越過利潤を取得していることが _ らかであっても，需要の拡大が大贵かつ確灾セないかぎり追随的 

参入は踌躇され，超過利潤取得のつづく可能性は強い。 このような叵大な新部門開拓の可能性の在 

在は，開拓投資 •追 随的参入のための「個 別 的 諸 资 木 の 相 互 的 吸 引 力 お よ び 集 中 へ 向 」を刺激 • 

促進するほか，そこでは筒用 • 株式会社がとぐに大きな役割を演じることとなる。
(幽

、 -い.. , ■ ' ■ ■ ' .ハ ..- . . . '

( 4 ) 以上のように，新生席部門の所m i投資は，超過利潤獲得をめざして行なわれ，したがっそ需 

要に対する一応の鬼通しを前提として実現されるのではあるが，そこで前提とされるものはなお現 

存しなぃ坐産物に対す名潜在的欲绍と( 、う内备の:もめ还すぎなぃン新生產部H め開拓投資ゆ,瑰実 

に新生産物をはじめて市場にもたらすととによって，新生産物に対する新しい需要を創出し，さら 

にい妾ま't?全ぐ無知セあづたもcbに対しても薪欲望^ 新# 要を喚起していくのである。しかも,既 

存の諸部門に全般的に低利潤率が安配するもとセば,…こみ蹲なざ潜在的欲求の見達し自体かならず 

しも充分確実ではなくども，既存諸部門に知ける競争の鉍しさのもとで，M 座產部門の開祐投資が 

促i さ•れるのであり，ここでは投資行動に;よっ七，新しい需要が創w されていくことがヨリ明瞭に 

うかがわれる。 .

したがって，新部門への開拓投資においても，最大限利潤の追求ももとめる資本め本性；諸資本 

問競争の作用のもとで投資が能動的に市場に働きかけy 既存の市場の諸条件备こえてすすんでいく 

ということが明ちかであろう。 ' ン . へ

きらにまた; 新しぐ開拓される新生産物は，一部は金く新しい使用価値め創造であったり，一部 

« 直接的労働を排除していく新しい機械や装© であるが，他方，旧来め原材料 • 動力•消費手段等 

に対して直接 • 間接め代替作用をもつもめも少なくない。また消費手段では, たとえ使用価値6 全 

ぐ輿なももわ（衣料，食料，住思施設等5 であっても，とくビ消費総額を制限されている％働者にお 

いては，新しい消r t手段への需要は, 丨日来の異なる消費手段へめ需要がらの移転で‘あることが少な 

くない。 .

したがって，以上のような新生産部H の開拓投資の屁開の過程ゼおいては，直接 . 間接に，需要 

が縮小し • 一部資本に現存資本価値の破壊や滅亡が余儀なくされ't いぐ部W が，多か;K少なかれ茌

注(53) 「資本制的生產の拡火は, 一方では社会的慾紐を削迪し，他方では,資本の先行的媒中をまってのみ突現され 

うるよう/ i強大な座:梁的諸企槳の技術的手段を例造する。だから今Hでは，個別的諸資本の相互的吸引力およ 

，び集中への傾内が，かつて児ないほど弥大である。J (Daa Kapital, I，S. 6 6 0 .訳，1, 973頁〉

(54) 「密坡によって淞千の個別的資来が大きくなって鋏逍を敷設しうるまで待たねばぬ:らなかったとすれば，まだ 

世界に鉄道はないであろう。しかるに集中ゆ, 株式会社に媒介されて忽ち鉄逬の!^設令なし遂げた。」(DaaKapital. 

I, S. 6 6 1 .訳，I, 974萬）
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在するのであり，かかる部門の破壊と破滅のうえに，新部n への開拓投資がすすんでいくという関 

係にあるのである。 …

「資本は  さらに一定め限界めうちでの自給的な # に封じこめられた，ありきたりの仕方での現

存の欲望の充足と旧時代の生活様式p 再生產とをt p り{ えですすむ。それは，これらいっさいのも 

のにたいして破壊的であり，またたえず革命をおこし，生産力の発痕, 欲望の拡大，生産の善様性 

自然力や精神力の利用と交換をさまたげるいっさいの制限をうちこわしていく。」
(注 55)

(55) K. Marx, Grundrisse, S. 3 1 3 .訳，II, 338頁。 これは本節冒頭で引用した叙述(注小) の末尼の文である。 

ただし，これにo づいてつぎのようにいわれていることを注意しておく必舉がある，「しかし，資本がそのよう 

な限界をいずれも制限として措定し，したがってまたそれを観念的にのりこえるということから，けっして资 

• 本がその制限を克服したという結論にはならない。そして冬のような制限はいずれも資木の规矩には 

矛盾するから，その也座は，, たえず免服され, しかちやはりまたたえず生みナ』%れる矛盾のなかで迚励している。j 
これらの指摘は，新部門の開拓にみられる発屁而と, それの资本制的制限性をしめすものとして，_ 細  

分析において新部門の而拓の問題を位超づける際，吟味ざるべきものである。


